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忘
年
会
、
新
年
会
の
時
季
に
な
り
、

料
理
店
、
飲
食
店
、
旅
館
等
を
利
用

す
る
機
会
が
多
く
な
る
時
期
で
す
．

　
そ
の
場
合
、
十
欝
の
料
理
飲
食
等

消
費
税
が
か
か
り
、
お
店
で
は
公
給

領
収
証
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
．
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
料
金
と
い

っ
し
ょ
に
、
料
理
飲
食
等
消
費
税
を

納
め
た
し
る
し
で
す
か
ら
、
必
ず
受

け
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、

公
給
領
収
証
を
発
行
し
な
か
っ
た
り
、

私
製
の
領
収
証
を
発
行
し
た
と
き
は
、

財
務
事
務
所
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
定
の
金
額
（
免
税
点
）

以
下
の
飲
食
や
宿
泊
に
は
税
金
が
か

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
給
領
収
証
は

発
行
し
ま
せ
ん
。
免
税
点
は
左
記
の

表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
旅
館

や
飲
食
店
等
で
遊
興
を
伴
う
飲
食
を

行
っ
た
場
合
は
、
免
税
点
の
適
用
は

あ
り
ま
せ
ん
。

市
営
住
宅
の

　
　
　
入
居
基
準
改
定

　
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
改
定
に
よ

り
、
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
入
居
基

準
の
収
入
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
第
一
種
市
営
住
宅
は
、
五
万
五
千

円
を
超
え
九
万
五
千
円
以
下
に
（
改

定
前
は
四
万
七
千
円
を
超
え
八
万
千

円
以
下
）
第
二
種
市
営
住
宅
は
、
五

時飛⑨～誰を．

い
裳
塗
噛
禰
健
含
う

未
覇
徽
磁
、
，
鍵
．

　
　
騰
灘
縫
穫
礁
・
沸
・

　
国
民
年
金
に
加
入
し
な

か
っ
た
り
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
か
れ
る
と
、
将
来

年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
既
に
お
わ

　
　
　
ク

国
民
津
全
の
特
癩
納
叶

肥
勧
五
士
一
『
等
セ
ハ
か
う

曲
智
蓋
年
奮
手

か
り
い
た
だ
、
け
た
と
思
い
ま
す
。
H

さ
ん
は
、
つ
い
う
っ
か
り
と
保
険
料

納
め
忘
れ
が
長
く
つ
も
り
つ
も
っ
た

か
た
で
す
．
こ
れ
で
は
、
老
齢
年
金
は

と
て
も
受
け
ら
れ
る
は
ず
か
な
く
無

年
金
病
者
に
な
り
て
し
ま
い
ま
す
、

　
同
年
輩
の
み
な
さ
ん
が
老
後
年
金

を
受
け
て
く
つ
ろ
い
で
い
る
の
に
、

自
分
だ
け
年
金
な
し
の
ひ
と
り
ほ
っ

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
は
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
特
効
薬
「
特
例
納
付
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
例
納
付
の
保
険
料
は
一
ヵ
月
、

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

免
　
税
　
点

料
理
店
・
小
料
理
店
・
バ
ー
．
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど

免
税
点
適
用
な
し

宿
泊
（
翻
畿
鰯
豊
甑
曝
．
螺
硬
．
）

一
人
一
泊
に
つ
き

　
四
、
○
O
O
円

館
ル
　
テ
旅
ホ

宿
泊
者
の
追
加
飲
食
・
夜
食
・
間
食
・
昼
食

等
休
憩
及
び
飲
食

一
人
一
回
に
つ
き

　
二
、
O
O
O
円

飲
食
店
・
喫
茶
店
な
ど

一
人
一
回
に
つ
き

　
二
、
O
O
O
円

経
理
区
分
食
堂
（
デ
パ
ー
ト
の
食
堂
な
ど
）

一
品
に
つ
き

　
て
O
O
O
円

仕
出
し
・
出
前

一
人
前

　
二
、
O
O
O
円

　市役所では、12月29日㈹～

1月3日㈱まで平常業務は休

ませていただきます。ただし、

市民課、会計課、税務課、下

水道課の窓口業務は29日（ガの

午前中、30日旧1の午前中も行

いますのでご利用ください。

離業鰻醍綱膜
　衛生施設組合では、12項30

日（日）～1月3日困までごみ収

集を休ませていただきます・

なお、焼却場ヘグ）ゴミの持ち

込みは12月29・30日は1日中

31日は午前中まで受付ます。

埋立地は12月30日まで受付て

います。

四
千
円
×
納
め
忘
れ
月
数
と
チ
ョ
ノ

ト
高
く
つ
く
よ
う
で
す
か
、
二
れ
で

百
育
年
金
権
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

ま
す
．
納
付
期
限
は
昭
和
五
十
五
年

六
月
末
日
ま
で
で
す
．
分
割
納
付
も

♂
．
・
き
ま
す
。

　
O
特
例
納
付
で
き
る
人

　
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
生

ま
れ
の
強
制
加
入
対
象
者
で
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
る
人
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
等
の
任
意
加
入
者
を
除
く
）

　
加
入
届
を
し
て
い
な
か
っ
た
人

　
○
特
例
納
付
に
貸
付
資
金

　
特
例
納
付
し
た
い
が
資
金
が
足
り

な
く
て
…
と
い
う
か
た
に
県
の
貸
付

制
度
が
あ
り
ま
す
，

　
対
象
者
…
世
帯
の
月
収
が
つ
ぎ
の

金
額
以
内
で
あ
る
こ
と
．
四
万
四
千

円
x
世
帯
人
員
”
金
額

　
貸
付
額
…
最
高
五
レ
万
円
　
利
率

は
年
三
育
（
据
置
期
間
中
は
無
利
子
）

　
償
還
期
問
…
据
置
期
間
（
六
ヵ
月
）

経
過
後
三
年
以
内
。
受
付
期
間
…
昭

和
五
十
五
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

　
申
込
先
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
事

務
所
内
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
．
（
8
七
±
一
二
一
一
番
内
線
一
二

五
）

万
五
千
円
以
下
に
（
改
定
前
は
四
万

七
千
円
以
下
）

　
ま
た
現
在
、
谷
内
丑
市
営
住
宅

（
第
二
種
六
戸
）
黒
沢
県
営
住
宅
（
第

一
種
）
三
戸
の
空
家
が
あ
り
ま
す
の

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
資
格
は
、
単

身
者
を
除
き
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤

務
先
の
あ
る
人
で
す
．
問
い
合
わ
せ

は
市
社
会
福
祉
事
務
所
（
8
七
±
．
一

一
二
番
内
線
二
一
五
）
ま
で
．

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
亭
業
へ

　
▼
佐
藤
実
（
昭
和
町
一
）
一
万
円

▼
群
馬
県
人
会
　
五
千
円
　
▼
内
藤

直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼
十
日
町
市

農
協
（
農
協
祭
慈
善
ナ
ベ
）
三
万
七

百
六
十
一
円
　
▼
高
橋
重
正
（
本
町

四
丁
目
）
六
千
二
百
十
円
　
▼
f
日

町
高
校
定
時
制
（
文
化
祭
利
益
）
八

千
六
百
五
十
円
　
▼
ク
ラ
ブ
ド
ン

ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
優
待
券
六
十
枚

▼
㈱
田
倉
　
衣
料
品
（
ド
着
上
下
、

今
月
の
納
税

ク
ツ
ド
三
万
五
千
円
相
当
）

四
ツ
宮
荘
へ

　
▼
八
田
食
晶
　
日
本
画
（
額
つ
き
）

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
二
月
十
八
日
図
午
前
九
時

～
十
一
時
ま
で
　
川
治
下
町
第
一
・

第
二
、
川
治
下
町
第
三
の
一
部
、
山

本
町
一
丁
目
の
一
部
、
妻
有
町
東
一

丁
目
の
一
部
▼
十
二
月
十
九
目
困

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
昭
和
町
一

葱．

隅瞥
　　　　し　　

　

　　一活
　　　　備
　　　　1状
　　　　ピに

（
臨
鞠
廉
蝦
第
五
期
）

漫

あ
あ
之
と
り
Σ
血

采
耳
は
さ
＆
耳
よ

㊨
噛

・
納
期
限
十
二
月
二
十
五
日

い
φ
あ
　
　
モ
デ
㈹
鯉

あ
り
ま
す

　
　
4ウ馨。

衣
f

翰
．
、

㌧．㌧溺妊

丁
目
の
一
部
、
寿
町
四
丁
目
の
一
部
、

千
歳
町
三
丁
目
の
一
部
　
▼
十
二
月

二
十
一
日
働
　
午
前
九
時
～
正
午
ま

で
　
新
座
第
．
・
第
二
の
各
一
部
、
太

子
堂
の
一
部
、
塚
田
の
一
部
　
▼
十

二
月
二
十
四
日
㈲
　
午
後
一
時
～
四

時
ま
で
中
町
の
一
部
、
背
戸
、
ド
町

の
一
部
、
中
条
島
の
一
部
、
峠
の
一

部
、
梅
沢

　
　
　
　
　
　
　
鼓
．

づ
巳
が
2
錨

○
年
末
が
せ
ま
り
、
市
内
の
こ
の
一

年
の
出
来
事
を
拾
っ
て
み
ま
す
と
、
ま

ず
二
月
に
は
、
盛
大
に
三
十
回
の
雪

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
四
月
に
は
県
議

選
、
市
長
、
市
議
選
、
十
月
に
は
衆

院
選
と
選
挙
が
続
き
ま
し
た
．
そ
し

’
＼
春
日
市
政
か
ら
諸
里
市
政
へ
と

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
訳
で
す
、
四

月
に
は
博
物
館
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
様
々
な
二
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
と
二
十
目
あ
ま
り
で
、
昭
和
症
十

四
年
は
暮
れ
て
行
き
ま
す
。

～
納
税
は
働
く
み
ん
な
の
合
言
葉
～
（
吉
田
典
良
．
十
中
）
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「
参
加
の
発
想
」
を
持
っ
て

　
市
民
の
み
な
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
一
九
八

、
、
、
年
、
新
し
い
時
代
の
幕
あ
け
て
す

　
し
か
し
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
現

実
を
見
ま
す
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食

糧
、
米
ソ
関
係
な
ど
決
し
て
予
断
は

許
さ
れ
ず
、
政
局
は
不
安
定
で
あ
り
、

財
政
危
機
は
地
方
自
治
体
に
も
深
刻

な
衝
撃
を
あ
た
え
て
い
ま
す
。
加
え

て
イ
ン
フ
レ
は
加
速
し
、
老
齢
化
社

会
は
年
を
追
っ
て
顕
著
に
な
っ
て
き

ま
す
。
い
ず
れ
を
見
て
も
課
題
と
難

間
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち

は
こ
の
事
態
を
た
だ
座
し
て
黙
視
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
衆
智
を
集
め

工
夫
を
こ
ら
し
て
け
ん
命
な
努
力
を

積
み
重
ね
て
行
く
こ
と
に
よ
り
、
解

決
の
糸
口
を
見
つ
け
だ
す
の
で
す
。

　
産
業
と
は
、
原
則
的
に
は
き
も
の

産
業
で
す
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
こ

と
は
、
き
も
の
産
業
が
も
た
ら
し
た

技
能
や
技
術
や
文
化
的
資
質
が
別
の

側
面
で
、
新
し
い
産
業
構
造
の
堀
り

起
こ
し
や
産
業
計
画
の
樹
立
ま
で
広

が
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
、
刺
繍
加

市
　
長
諸
里
正
典

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
市
で
は
今
後

十
ヵ
年
間
を
展
望
し
た
総
合
計
画
基

本
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
、
当

市
の
都
市
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
「
産
業
田

園
文
化
都
市
」
と
設
定
し
ま
し
た
。

工
、
食
品
加
工
、
精
密
機
械
な
ど
、

何
が
決
定
的
な
も
の
か
は
軽
々
し
く

論
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
当
市
の
特
色

を
勘
案
し
て
、
今
ま
で
の
物
を
中
心

と
し
た
産
業
か
ら
、
技
術
や
文
化
を

売
る
と
い
う
、
新
し
い
産
業
構
造
の

計
画
と
、
そ
の
実
践
の
検
討
を
始
め

駈
牽
め
ご
あ

定
住
へ
の
第
一
歩
を

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
九
八
○
年
の
新
春
を
迎
え
、

市
議
会
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
年
賀

の
祝
詞
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
七
十
年
代
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
前
半
の
日
本
経
済
は
未
曽
有
の

高
度
成
長
を
続
け
、
当
市
の
産
業
経

済
も
、
市
民
所
得
も
大
き
く
伸
ぴ
た

こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
後
半
に
い
た

り
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
タ
を
続
け
ざ
ま
に
受
け
、
そ
の
痛

手
に
よ
り
日
本
経
済
は
も
と
よ
り
全

世
界
の
高
度
成
長
は
ス
ト
ッ
プ
し
、

低
成
長
時
代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
選
挙
の
年
で
し
た
。
市
民

し、

る
時
期
に
き
て
い
る
と
判
断
し
ま
す
。

　
つ
ぎ
が
田
園
で
す
。
田
園
は
緑
と

水
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
ど
ん
な
に
開

発
が
進
み
、
生
活
様
式
が
変
わ
っ
て

も
、
水
稲
に
代
表
さ
れ
る
実
り
豊
か

な
農
業
と
繁
茂
し
た
森
林
資
源
は
、

こ
の
地
方
の
持
つ
宝
で
す
。

　
減
反
転
作
問
題
、
後
継
者
問
題
な

ど
、
極
め
て
難
し
い
事
態
の
中
に
あ

り
ま
す
が
、
食
糧
政
策
は
将
来
必
ず

違
っ
た
局
面
を
見
せ
る
で
し
ょ
う
。

食
管
制
度
も
適
地
適
作
を
べ
ー
ス
に

し
た
も
の
に
変
ぼ
う
し
、
う
ま
い
魚

沼
米
は
売
れ
て
行
く
は
ず
で
す
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
文
化
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
都
市
づ
く
り
は
、
人

間
が
い
か
に
生
き
る
か
を
考
え
る
空

間
、
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
動
す
る

さ
つ

か
わ
り
が
感
じ
ら
れ
た
年
で
し
た
。

　
十
日
町
市
政
も
、
市
民
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
新
し
い
展
望
に
た
っ

た
長
期
構
想
が
で
き
あ
が
り
、
構
想

に
基
づ
く
基
本
計
画
に
そ
っ
て
五
十

五
年
度
か
ら
第
一
歩
を
踏
み
だ
そ
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
ご
同
慶
に
た
え

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
派
な

市
議
会
嚢
斉
木
正
義

の
新
し
い
期
待
と
衆
望
は
、
国
会
、

県
会
、
市
長
と
い
ず
れ
も
若
い
代
表

を
選
ぷ
結
果
と
な
り
、
政
治
、
行
政

に
望
む
新
し
い
動
向
と
時
代
の
移
り

施
設
が
完
成
し
生
活
環
境
が
整
備
さ

れ
て
も
、
市
民
一
人
一
人
の
公
徳
心

と
協
調
性
の
向
上
を
は
か
ら
な
け
れ

ば
、
施
設
の
高
度
な
設
置
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
．

行
政
と
市
民
と
が
一
体
と
な
っ
た
、

物
心
両
面
の
環
境
整
備
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
現
在
の
十
日

町
市
の
産
業
構
造
を
じ
っ
く
り
見
な

お
し
、
人
口
が
定
着
し
、
ざ
ん
増
傾

向
を
招
来
す
る
方
向
づ
け
を
見
い
だ

す
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
な

わ
ち
、
人
口
定
住
を
は
か
る
第
一
歩

の
年
と
し
て
本
年
は
極
め
て
重
要
な

年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
地
場
産
業
を
有
す
る
当
市
は
、
今

で
こ
そ
構
造
不
況
な
ど
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
持
た
な
い
他
市
に
比
べ

て
は
る
か
に
有
利
な
条
件
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
織
物
産
業
を
べ
ー
ス

に
し
て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
産
業
を

拡
大
し
て
行
く
こ
と
に
よ
り
、
苦
境

は
必
ず
打
開
さ
れ
て
行
く
も
の
と
思

空
間
、
心
と
体
を
や
す
ら
げ
る
空
間

な
ど
、
　
「
地
域
文
化
」
で
構
築
さ
れ

る
べ
き
で
す
。
画
一
化
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
で
は
な
く
、
ま
ち
が
選
ん
だ

性
格
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
べ

き
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
は
、

そ
の
ま
ち
の
産
業
構
造
の
計
画
と
個

有
の
文
化
に
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
「
産
業
田
園
文
化
都
市
」
の
完
成

を
目
ざ
し
て
…
…
ぺ
ト
年
代
の
市
づ

く
り
の
目
標
は
、
は
っ
き
り
定
ま
っ

た
わ
け
で
す
、
そ
し
て
、
目
標
を
実

現
す
る
た
め
に
最
も
必
要
な
こ
と
は

「
参
加
の
発
想
」
で
す
。

　
「
み
ん
な
が
仲
間
、
み
ん
な
で
参

加
」
を
原
則
的
な
手
法
と
し
て
、

九
八
○
年
を
新
し
い
出
発
の
年
に
し

た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
農
業
で
も
、
米
の
生
産
調

整
な
ど
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い

ま
す
が
、
世
界
的
に
は
食
糧
危
機
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
今
日
、
必
ず
農
産

物
が
見
な
お
さ
れ
る
時
代
が
訪
れ
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
商
業
振

興
の
面
で
も
、
大
型
店
化
が
進
む
中

で
、
既
存
の
業
界
は
英
知
と
工
夫
に

よ
り
、
大
型
店
で
は
対
処
で
き
な
い

幾
多
の
利
点
を
十
分
活
用
し
、
一
層

の
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

　
議
会
も
全
員
が
一
致
協
力
し
、
市

政
の
発
展
と
市
民
生
活
向
上
の
た
め

に
努
力
を
続
け
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
あ
た
り
、
市
民
各
位
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
．
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

イ
ラ
ス
ト
・
鈴
木
　
蘭

広報協力員

　　　写
　　　真
　　　ゆ　　　庭
　　　野
　　　泰
　　　明

今年もがんばります

写
真
・
樋
口
信
二

マ
ン
ガ
・
十
高
漫
研
ク
ラ
ブ
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れ
ま
す
。

に
は
、

ン
イ
ベ

き
も
の

れ
ま
す
．

に
な
り
ま
す

1
三
十
一
回
十
日
町
雪
ま
つ
り

、
ト
一
回
十
日
町
雪
ま
っ
り
は
二
月
九
日
、
レ
日
の
両
日
盛
人
に
開
催
さ

　
暖
冬
の
中
で
も
雪
ま
つ
り
の
準
備
は
着
々
と
進
み
、
今
日
、
卜
日

商
工
福
祉
会
館
内
に
雪
ま
つ
り
事
務
局
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
メ
エ

ン
ト
の
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
の
舞
台
は
、
清
水
寺
本
堂
と
決
ま
り
、

シ
ョ
i
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
雪
上
花
火
と
豪
華
絢
燗
に
繰
に
ひ
ろ
げ
ら

　
ま
た
、
丘
つ
の
ひ
ろ
ば
も
内
容
を
、
層
充
実
し
、
楽
し
め
る
も
の

　
　
、
多
彩
な
．
』
ト
一
回
雪
ま
つ
り
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

雪
上
力
ー
ニ
バ
ル

　
雪
主
づ
り
の
メ
エ
ン
イ
ベ
ン
ト

雪
止
力
ー
ニ
バ
ル
は
、
二
月
九
日
出

夜
、
六
時
半
か
ら
城
ケ
丘
の
特
設
舞

台
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
舞
台
は

関
口
修
さ
ん
（
角
屋
）
の
デ
ザ
で
ン

し
た
「
清
水
寺
本
堂
」
で
す

　
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
タ
イ
マ
ツ
滑
降

で
幕
開
け
さ
れ
、
小
、
中
学
生
の
コ

ー
ラ
ス
、
地
．
兀
モ
デ
ル
．
一
卜
名
に
よ

る
き
も
の
シ
ョ
i
、
石
野
真
子
、
川

崎
麻
世
、
ザ
・
リ
リ
ー
ズ
、
園
ま
り

な
ど
が
出
演
す
る
歌
謡
シ
ョ
㌧
紋

紙
焼
納
、
雪
上
花
火
な
ど
が
豪
華
絢

欄
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
・
な
お
、

こ
の
模
様
は
、
二
月
十
一
日
、
正
午

～
一
時
ま
で
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
シ
ョ

ウ
の
中
イ
、
曳
全
国
に
紹
介
さ
れ
ま
す
．

ひ
ろ
ば

雪
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
る
も
う
一

つ
の
も
の
は
楽
し
い
広
場
で
す
．
今

年
は
「
雪
と
く
ら
し
と
文
化
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
五
つ
の
広
場
を
め

ぐ
る
島
め
ぐ
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
．

五
つ
の
広
場
は
、
ふ
る
さ
と
広
場
（
十

日
町
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
〉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
広
場
（
十
日
町
高
校
ゲ
ラ
ウ
ン
ド
）

く
ら
し
の
広
場
（
織
物
組
合
加
工
部

跡
地
）
愛
と
・
マ
ン
の
広
場
（
立
正

佼
成
会
十
日
町
教
会
用
地
）
わ
ん
ぱ

ば
く
広
場
（
四
宮
公
園
）
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
広
場
で
は
、
明
か
る
く
楽

し
い
雪
ま
つ
り
に
し
よ
う
と
ア
イ
デ

ア
を
出
し
あ
い
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
町
内
や
団
体
、
家
族
ぐ
る
み

で
雪
の
芸
術
作
品
を
製
作
し
て
、
一

諸
に
広
場
づ
く
り
に
参
加
し
て
く
れ

る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。
市
民
参
加

の
手
づ
く
り
の
ま
つ
り
に
．
こ
協
力
く

だ
さ
い
。

き
も
の
シ
ョ
ー

　
地
元
モ
デ
ル
募
集

　
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
を
担
当
す
る
織

協
青
年
部
会
（
滝
沢
俊
明
部
会
長
）

で
は
、
き
も
の
シ
ョ
ー
出
演
モ
デ
ル

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
選
、
他
選

を
と
わ
ず
多
数
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
二
十
人

応
募
資
格
　
①
未
婚
の
人
、
②
市
内

ま
た
は
近
郊
に
住
み
、
夜
の
リ
ハ
ー

サ
ル
に
出
席
可
能
な
人
、
③
き
も
の

姿
の
以
ム
ロ
う
人

応
募
方
法
　
①
住
所
、
氏
名
、
②
生

年
月
日
、
③
身
長
、
体
重
、
④
勤
務

先
、
⑤
連
絡
先
及
び
電
話
番
号
、
⑥

全
身
写
真
、
を
記
入
同
封

応
募
〆
切
　
一
月
十
五
日
（
当
日
消

印
有
効
）

応
募
先
　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組

合
（
西
寺
町
、
8
七
－
九
一
一
一
番
）

雪
の
芸
術
展

参
加
作
品
募
集

雪
国
の
雪
の
中
で
、
雪
を
敵
に
ま

わ
さ
ず
に
、
雪
を
友
だ
ち
に
し
よ
う

と
い
う
の
が
雪
ま
つ
り
発
生
の
原
点

で
す
。
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
の
一
人
一
人
か
ら
雪
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
雪
の
芸
術
展
参
加

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
品
　
芸
術
作
品
の
出
品
区
分
は
、

①
一
般
作
品
、
②
特
別
作
品
、
③
学

童
作
品
の
三
部
門
で
す
。
審
査
対
象

は
一
般
作
品
の
み
で
す
。

審
査
　
雪
ま
つ
り
委
員
会
が
委
嘱
し

た
審
査
員
が
、
①
着
想
、
②
技
術
、

③
努
力
、
④
保
存
の
四
点
か
ら
審
査

し
ま
す
。

表
彰
市
長
賞
、
商
工
会
議
所
会
頭

賞
、
織
協
理
事
長
賞
、
な
ど
多
数

申
込
み
　
一
月
十
七
日
ま
で
に
、
十

目
町
商
工
福
祉
会
館
内
、
雪
ま
つ
り

事
務
局
（
8
七
－
三
七
三
二
番
）
へ
。

雪
ま
つ
り
写
真
集

「
白
い
愛
の
祭
典
」
増
刷

（3）

雪まつりポスター

　　雪上舞台は

　　　　“清水寺本堂w
　今年グ）雪上舞台は、“清水寺本堂“です。

デザインは関口修さんの手によるもので、

プラスチック粘土の本物さながらの模型も

完成しています。計画によると客席かじ）屋

根までの高さが17㍍、全幅35㍍、ステージ

のツキ出しかビ）の奥行き32㍍という大がか

りなものです。1月22日から延600人を動員

し製作されます。

　
第
三
十
回
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ

た
写
真
集
「
白
い
愛
の
祭
典
」
が
増

刷
さ
れ
ま
す
。
一
冊
二
千
円
で
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
事
務
局
へ
。

　
雪
ま
つ
り
会
場
（
カ
ー
ニ
バ
ル
会

場
・
各
ひ
ろ
ば
な
ど
）
で
物
品
の
販

売
を
計
画
し
て
い
る
人
は
、
一
月
十

五
日
ま
で
に
事
務
局
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　＄＠郡市小騨学校駿轡ヂザぎツ農《ヂ日町ノ紛、　叢

ξ．◎撮影釧ひろ｛傘購馳客ノ軸ス・ミ「ス雌騨
　償ス、準ミスなど・銘のモデ嘩纏　　雛灘

1御アサ声グ動伽鵡磯．、蕪
ゆ秒ビ・チビッコ人鰭油一（！ひろ爵｛藩麟
縛塾礁吸い鞄薫犬裁（ぴみ蔚・　　　　　灘

紅鰍自壁筆惚ス槍醗、騨　　　驚
1◎篭顯綿購盤麓　熱簸・・、搭

雪
ま
つ
り
行
事
予
定

、艦警1鯉機熱綾騰

擁無醸醗鞭繍戴欝1潔葬
恥　　　　　，セ　　　　琢｝、
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市商工課87－3111内線243へ雪まつりのお問い合せは、雪まつり事務局87－3732
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「
参
加
の
発
想
」
を
持
っ
て

　
市
民
の
み
な
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
一
九
八

、
、
、
年
、
新
し
い
時
代
の
幕
あ
け
て
す

　
し
か
し
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
現

実
を
見
ま
す
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食

糧
、
米
ソ
関
係
な
ど
決
し
て
予
断
は

許
さ
れ
ず
、
政
局
は
不
安
定
で
あ
り
、

財
政
危
機
は
地
方
自
治
体
に
も
深
刻

な
衝
撃
を
あ
た
え
て
い
ま
す
。
加
え

て
イ
ン
フ
レ
は
加
速
し
、
老
齢
化
社

会
は
年
を
追
っ
て
顕
著
に
な
っ
て
き

ま
す
。
い
ず
れ
を
見
て
も
課
題
と
難

間
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち

は
こ
の
事
態
を
た
だ
座
し
て
黙
視
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
衆
智
を
集
め

工
夫
を
こ
ら
し
て
け
ん
命
な
努
力
を

積
み
重
ね
て
行
く
こ
と
に
よ
り
、
解

決
の
糸
口
を
見
つ
け
だ
す
の
で
す
。

　
産
業
と
は
、
原
則
的
に
は
き
も
の

産
業
で
す
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
こ

と
は
、
き
も
の
産
業
が
も
た
ら
し
た

技
能
や
技
術
や
文
化
的
資
質
が
別
の

側
面
で
、
新
し
い
産
業
構
造
の
堀
り

起
こ
し
や
産
業
計
画
の
樹
立
ま
で
広

が
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
、
刺
繍
加

市
　
長
諸
里
正
典

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
市
で
は
今
後

十
ヵ
年
間
を
展
望
し
た
総
合
計
画
基

本
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
、
当

市
の
都
市
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
「
産
業
田

園
文
化
都
市
」
と
設
定
し
ま
し
た
。

工
、
食
品
加
工
、
精
密
機
械
な
ど
、

何
が
決
定
的
な
も
の
か
は
軽
々
し
く

論
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
当
市
の
特
色

を
勘
案
し
て
、
今
ま
で
の
物
を
中
心

と
し
た
産
業
か
ら
、
技
術
や
文
化
を

売
る
と
い
う
、
新
し
い
産
業
構
造
の

計
画
と
、
そ
の
実
践
の
検
討
を
始
め

駈
牽
め
ご
あ

定
住
へ
の
第
一
歩
を

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
九
八
○
年
の
新
春
を
迎
え
、

市
議
会
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
年
賀

の
祝
詞
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
七
十
年
代
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
前
半
の
日
本
経
済
は
未
曽
有
の

高
度
成
長
を
続
け
、
当
市
の
産
業
経

済
も
、
市
民
所
得
も
大
き
く
伸
ぴ
た

こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
後
半
に
い
た

り
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
タ
を
続
け
ざ
ま
に
受
け
、
そ
の
痛

手
に
よ
り
日
本
経
済
は
も
と
よ
り
全

世
界
の
高
度
成
長
は
ス
ト
ッ
プ
し
、

低
成
長
時
代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
選
挙
の
年
で
し
た
。
市
民

し、

る
時
期
に
き
て
い
る
と
判
断
し
ま
す
。

　
つ
ぎ
が
田
園
で
す
。
田
園
は
緑
と

水
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
ど
ん
な
に
開

発
が
進
み
、
生
活
様
式
が
変
わ
っ
て

も
、
水
稲
に
代
表
さ
れ
る
実
り
豊
か

な
農
業
と
繁
茂
し
た
森
林
資
源
は
、

こ
の
地
方
の
持
つ
宝
で
す
。

　
減
反
転
作
問
題
、
後
継
者
問
題
な

ど
、
極
め
て
難
し
い
事
態
の
中
に
あ

り
ま
す
が
、
食
糧
政
策
は
将
来
必
ず

違
っ
た
局
面
を
見
せ
る
で
し
ょ
う
。

食
管
制
度
も
適
地
適
作
を
べ
ー
ス
に

し
た
も
の
に
変
ぼ
う
し
、
う
ま
い
魚

沼
米
は
売
れ
て
行
く
は
ず
で
す
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
文
化
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
都
市
づ
く
り
は
、
人

間
が
い
か
に
生
き
る
か
を
考
え
る
空

間
、
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
動
す
る

さ
つ

か
わ
り
が
感
じ
ら
れ
た
年
で
し
た
。

　
十
日
町
市
政
も
、
市
民
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
新
し
い
展
望
に
た
っ

た
長
期
構
想
が
で
き
あ
が
り
、
構
想

に
基
づ
く
基
本
計
画
に
そ
っ
て
五
十

五
年
度
か
ら
第
一
歩
を
踏
み
だ
そ
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
ご
同
慶
に
た
え

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
派
な

市
議
会
嚢
斉
木
正
義

の
新
し
い
期
待
と
衆
望
は
、
国
会
、

県
会
、
市
長
と
い
ず
れ
も
若
い
代
表

を
選
ぷ
結
果
と
な
り
、
政
治
、
行
政

に
望
む
新
し
い
動
向
と
時
代
の
移
り

施
設
が
完
成
し
生
活
環
境
が
整
備
さ

れ
て
も
、
市
民
一
人
一
人
の
公
徳
心

と
協
調
性
の
向
上
を
は
か
ら
な
け
れ

ば
、
施
設
の
高
度
な
設
置
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
．

行
政
と
市
民
と
が
一
体
と
な
っ
た
、

物
心
両
面
の
環
境
整
備
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
現
在
の
十
日

町
市
の
産
業
構
造
を
じ
っ
く
り
見
な

お
し
、
人
口
が
定
着
し
、
ざ
ん
増
傾

向
を
招
来
す
る
方
向
づ
け
を
見
い
だ

す
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
な

わ
ち
、
人
口
定
住
を
は
か
る
第
一
歩

の
年
と
し
て
本
年
は
極
め
て
重
要
な

年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
地
場
産
業
を
有
す
る
当
市
は
、
今

で
こ
そ
構
造
不
況
な
ど
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
持
た
な
い
他
市
に
比
べ

て
は
る
か
に
有
利
な
条
件
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
織
物
産
業
を
べ
ー
ス

に
し
て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
産
業
を

拡
大
し
て
行
く
こ
と
に
よ
り
、
苦
境

は
必
ず
打
開
さ
れ
て
行
く
も
の
と
思

空
間
、
心
と
体
を
や
す
ら
げ
る
空
間

な
ど
、
　
「
地
域
文
化
」
で
構
築
さ
れ

る
べ
き
で
す
。
画
一
化
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
で
は
な
く
、
ま
ち
が
選
ん
だ

性
格
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
べ

き
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
は
、

そ
の
ま
ち
の
産
業
構
造
の
計
画
と
個

有
の
文
化
に
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
「
産
業
田
園
文
化
都
市
」
の
完
成

を
目
ざ
し
て
…
…
ぺ
ト
年
代
の
市
づ

く
り
の
目
標
は
、
は
っ
き
り
定
ま
っ

た
わ
け
で
す
、
そ
し
て
、
目
標
を
実

現
す
る
た
め
に
最
も
必
要
な
こ
と
は

「
参
加
の
発
想
」
で
す
。

　
「
み
ん
な
が
仲
間
、
み
ん
な
で
参

加
」
を
原
則
的
な
手
法
と
し
て
、

九
八
○
年
を
新
し
い
出
発
の
年
に
し

た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
農
業
で
も
、
米
の
生
産
調

整
な
ど
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い

ま
す
が
、
世
界
的
に
は
食
糧
危
機
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
今
日
、
必
ず
農
産

物
が
見
な
お
さ
れ
る
時
代
が
訪
れ
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
商
業
振

興
の
面
で
も
、
大
型
店
化
が
進
む
中

で
、
既
存
の
業
界
は
英
知
と
工
夫
に

よ
り
、
大
型
店
で
は
対
処
で
き
な
い

幾
多
の
利
点
を
十
分
活
用
し
、
一
層

の
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

　
議
会
も
全
員
が
一
致
協
力
し
、
市

政
の
発
展
と
市
民
生
活
向
上
の
た
め

に
努
力
を
続
け
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
あ
た
り
、
市
民
各
位
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
．
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

イ
ラ
ス
ト
・
鈴
木
　
蘭

広報協力員

　　　写
　　　真
　　　ゆ　　　庭
　　　野
　　　泰
　　　明

今年もがんばります

写
真
・
樋
口
信
二

マ
ン
ガ
・
十
高
漫
研
ク
ラ
ブ
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れ
ま
す
。

に
は
、

ン
イ
ベ

き
も
の

れ
ま
す
．

に
な
り
ま
す

1
三
十
一
回
十
日
町
雪
ま
つ
り

、
ト
一
回
十
日
町
雪
ま
っ
り
は
二
月
九
日
、
レ
日
の
両
日
盛
人
に
開
催
さ

　
暖
冬
の
中
で
も
雪
ま
つ
り
の
準
備
は
着
々
と
進
み
、
今
日
、
卜
日

商
工
福
祉
会
館
内
に
雪
ま
つ
り
事
務
局
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
メ
エ

ン
ト
の
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
の
舞
台
は
、
清
水
寺
本
堂
と
決
ま
り
、

シ
ョ
i
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
雪
上
花
火
と
豪
華
絢
燗
に
繰
に
ひ
ろ
げ
ら

　
ま
た
、
丘
つ
の
ひ
ろ
ば
も
内
容
を
、
層
充
実
し
、
楽
し
め
る
も
の

　
　
、
多
彩
な
．
』
ト
一
回
雪
ま
つ
り
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

雪
上
力
ー
ニ
バ
ル

　
雪
主
づ
り
の
メ
エ
ン
イ
ベ
ン
ト

雪
止
力
ー
ニ
バ
ル
は
、
二
月
九
日
出

夜
、
六
時
半
か
ら
城
ケ
丘
の
特
設
舞

台
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
舞
台
は

関
口
修
さ
ん
（
角
屋
）
の
デ
ザ
で
ン

し
た
「
清
水
寺
本
堂
」
で
す

　
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
タ
イ
マ
ツ
滑
降

で
幕
開
け
さ
れ
、
小
、
中
学
生
の
コ

ー
ラ
ス
、
地
．
兀
モ
デ
ル
．
一
卜
名
に
よ

る
き
も
の
シ
ョ
i
、
石
野
真
子
、
川

崎
麻
世
、
ザ
・
リ
リ
ー
ズ
、
園
ま
り

な
ど
が
出
演
す
る
歌
謡
シ
ョ
㌧
紋

紙
焼
納
、
雪
上
花
火
な
ど
が
豪
華
絢

欄
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
・
な
お
、

こ
の
模
様
は
、
二
月
十
一
日
、
正
午

～
一
時
ま
で
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
シ
ョ

ウ
の
中
イ
、
曳
全
国
に
紹
介
さ
れ
ま
す
．

ひ
ろ
ば

雪
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
る
も
う
一

つ
の
も
の
は
楽
し
い
広
場
で
す
．
今

年
は
「
雪
と
く
ら
し
と
文
化
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
五
つ
の
広
場
を
め

ぐ
る
島
め
ぐ
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
．

五
つ
の
広
場
は
、
ふ
る
さ
と
広
場
（
十

日
町
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
〉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
広
場
（
十
日
町
高
校
ゲ
ラ
ウ
ン
ド
）

く
ら
し
の
広
場
（
織
物
組
合
加
工
部

跡
地
）
愛
と
・
マ
ン
の
広
場
（
立
正

佼
成
会
十
日
町
教
会
用
地
）
わ
ん
ぱ

ば
く
広
場
（
四
宮
公
園
）
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
広
場
で
は
、
明
か
る
く
楽

し
い
雪
ま
つ
り
に
し
よ
う
と
ア
イ
デ

ア
を
出
し
あ
い
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
町
内
や
団
体
、
家
族
ぐ
る
み

で
雪
の
芸
術
作
品
を
製
作
し
て
、
一

諸
に
広
場
づ
く
り
に
参
加
し
て
く
れ

る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。
市
民
参
加

の
手
づ
く
り
の
ま
つ
り
に
．
こ
協
力
く

だ
さ
い
。

き
も
の
シ
ョ
ー

　
地
元
モ
デ
ル
募
集

　
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
を
担
当
す
る
織

協
青
年
部
会
（
滝
沢
俊
明
部
会
長
）

で
は
、
き
も
の
シ
ョ
ー
出
演
モ
デ
ル

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
選
、
他
選

を
と
わ
ず
多
数
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
二
十
人

応
募
資
格
　
①
未
婚
の
人
、
②
市
内

ま
た
は
近
郊
に
住
み
、
夜
の
リ
ハ
ー

サ
ル
に
出
席
可
能
な
人
、
③
き
も
の

姿
の
以
ム
ロ
う
人

応
募
方
法
　
①
住
所
、
氏
名
、
②
生

年
月
日
、
③
身
長
、
体
重
、
④
勤
務

先
、
⑤
連
絡
先
及
び
電
話
番
号
、
⑥

全
身
写
真
、
を
記
入
同
封

応
募
〆
切
　
一
月
十
五
日
（
当
日
消

印
有
効
）

応
募
先
　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組

合
（
西
寺
町
、
8
七
－
九
一
一
一
番
）

雪
の
芸
術
展

参
加
作
品
募
集

雪
国
の
雪
の
中
で
、
雪
を
敵
に
ま

わ
さ
ず
に
、
雪
を
友
だ
ち
に
し
よ
う

と
い
う
の
が
雪
ま
つ
り
発
生
の
原
点

で
す
。
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
の
一
人
一
人
か
ら
雪
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
雪
の
芸
術
展
参
加

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
品
　
芸
術
作
品
の
出
品
区
分
は
、

①
一
般
作
品
、
②
特
別
作
品
、
③
学

童
作
品
の
三
部
門
で
す
。
審
査
対
象

は
一
般
作
品
の
み
で
す
。

審
査
　
雪
ま
つ
り
委
員
会
が
委
嘱
し

た
審
査
員
が
、
①
着
想
、
②
技
術
、

③
努
力
、
④
保
存
の
四
点
か
ら
審
査

し
ま
す
。

表
彰
市
長
賞
、
商
工
会
議
所
会
頭

賞
、
織
協
理
事
長
賞
、
な
ど
多
数

申
込
み
　
一
月
十
七
日
ま
で
に
、
十

目
町
商
工
福
祉
会
館
内
、
雪
ま
つ
り

事
務
局
（
8
七
－
三
七
三
二
番
）
へ
。

雪
ま
つ
り
写
真
集

「
白
い
愛
の
祭
典
」
増
刷

（3）

雪まつりポスター

　　雪上舞台は

　　　　“清水寺本堂w
　今年グ）雪上舞台は、“清水寺本堂“です。

デザインは関口修さんの手によるもので、

プラスチック粘土の本物さながらの模型も

完成しています。計画によると客席かじ）屋

根までの高さが17㍍、全幅35㍍、ステージ

のツキ出しかビ）の奥行き32㍍という大がか

りなものです。1月22日から延600人を動員

し製作されます。

　
第
三
十
回
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ

た
写
真
集
「
白
い
愛
の
祭
典
」
が
増

刷
さ
れ
ま
す
。
一
冊
二
千
円
で
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
事
務
局
へ
。

　
雪
ま
つ
り
会
場
（
カ
ー
ニ
バ
ル
会

場
・
各
ひ
ろ
ば
な
ど
）
で
物
品
の
販

売
を
計
画
し
て
い
る
人
は
、
一
月
十

五
日
ま
で
に
事
務
局
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　＄＠郡市小騨学校駿轡ヂザぎツ農《ヂ日町ノ紛、　叢

ξ．◎撮影釧ひろ｛傘購馳客ノ軸ス・ミ「ス雌騨
　償ス、準ミスなど・銘のモデ嘩纏　　雛灘

1御アサ声グ動伽鵡磯．、蕪
ゆ秒ビ・チビッコ人鰭油一（！ひろ爵｛藩麟
縛塾礁吸い鞄薫犬裁（ぴみ蔚・　　　　　灘

紅鰍自壁筆惚ス槍醗、騨　　　驚
1◎篭顯綿購盤麓　熱簸・・、搭

雪
ま
つ
り
行
事
予
定

、艦警1鯉機熱綾騰

擁無醸醗鞭繍戴欝1潔葬
恥　　　　　，セ　　　　琢｝、

鍵、1．

市商工課87－3111内線243へ雪まつりのお問い合せは、雪まつり事務局87－3732
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一
九
八
O
年
代
の
幕
明
け
で
す
。
八
十
年
代
は
地
方
の
時
代
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
の
時
代
の
実
現
は
、
そ
こ
に
住
む
人

達
が
ど
れ
だ
け
自
分
の
地
域
を
良
く
し
よ
う
と
考
え
実
践
す
る
か

に
か
か
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
す
で
に
地
域
づ
く

り
の
実
践
活
動
を
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
、
自
分
達

の
活
動
を
通
し
た
八
十
年
代
の
地
域
づ
く
り
、
市
づ
く
り
の
方
向

を
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

司
会
　
今
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
独
特
の
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
る

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
集
ま
っ
て

い
た
だ
い
た
。
皆
さ
ん
か
ら
、
そ
の

活
動
状
況
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
や
市
づ
く
り

の
方
向
を
考
え
て
み
た
い
．

三
年
前
か
ら

　
手
づ
く
り
の
村
づ
く
り

之夫水落留吉水落

水
落
之
夫
（
漉
野
）
三
年
前
か
ら
普

及
所
の
指
導
で
や
っ
て
い
る
。
最
初

推
進
委
員
会
を
作
っ
た
が
、
何
か
ら

手
を
つ
け
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
ず
、

ま
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。
二
年

目
に
は
、
そ
の
中
の
問
題
点
を
整
理

し
や
れ
る
も
の
か
ら
手
を
つ
け
た
。

今
年
は
二
百
万
の
補
助
金
も
つ
い
た
。

今
ま
で
は
振
興
会
が
道
路
を
中
心
に

と
り
あ
げ
て
き
た
が
、
今
は
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
も
考
え
直
そ
う
と
い

う
気
運
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
本

当
の
村
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
だ
．

山
ウ
ド
を

　
　
共
同
栽
培

水
落
留
吉
（
宇
田
ケ
沢
）
中
条
山
地

は
過
疎
が
進
み
、
宇
田
ケ
沢
も
晋
が

離
村
し
た
．
そ
の
最
大
の
原
因
は
冬

働
き
に
行
く
こ
と
だ
。
田
も
畑
も
あ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
土
地
を

利
用
し
、
過
疎
の
歯
止
め
と
村
の
連

帯
意
識
を
育
て
る
た
め
、
十
二
戸
全

員
参
加
の
農
産
組
合
を
作
り
、
自
然

を
活
か
し
た
山
ウ
ド
栽
培
を
は
じ
め

た
。
山
ウ
ド
は
順
調
に
生
育
し
て
お

り
来
春
に
は
収
穫
出
来
る
と
思
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り

　
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

小
川
（
浅
之
平
）
八
箇
は
地
区
が
分

散
し
て
い
る
の
で
地
域
が
ま
と
ま
り

に
く
い
。
そ
こ
で
「
ヤ
ア
お
早
よ
う
」

と
声
を
か
け
あ
う
と
い
う
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
始
め
た
．
そ
れ
と
、
市
で

総
合
計
画
を
た
て
る
と
い
う
の
で
、

八
箇
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と
プ
・

ジ
ェ
ク
ト
を
作
っ
て
研
究
を
は
じ
め

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
た
て
た
。
豊
か
な

水
を
利
用
し
た
ダ
ム
建
設
と
、
関
根
、

浅
之
平
以
外
人
口
が
減
っ
て
い
る
の

で
八
十
戸
～
百
戸
く
ら
い
の
住
宅
団

地
の
誘
致
。
市
民
ス
キ
ー
場
の
夏
場

の
利
用
も
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

昨
年
は
、
関
浅
自
治
会
で
労
力
奉
仕

を
し
て
ス
キ
ー
場
の
下
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
造
っ
た
．
造
成
に
は
市
の
援
助

を
受
け
た
が
管
理
は
自
治
会
で
や
っ

て
い
る
。
地
域
と
『
体
の
活
動
を
し

。
て
ゆ
く
た
め
に
機
関
誌
を
発
行
し
、

活
動
状
況
を
報
告
し
て
い
る
．

座談会出席者
◎水落之夫（漉野）
　一東下組生活環境整備組合長一
　．！　　　　　㌧

東下組地区7集落の手・づくi）び）村

づくり運動を推進

◎水落留吉（宇田ケ沢）
一宇田ケ沢農産組合長一

過疎グ）歯止めと、村。の連帯意識を

育てるため山ウドを共同栽培

◎小川静夫（浅之平）
一関浅自治会青年部長一

地区内にプロジェクトを作り機関

誌を発行し、地域づくりを推進

◎俵山進三（ニッ屋）
一六箇地区推進協議会長一

地域が一丸となって森林公園計画

に取り組んでいる

◎林　　　正（小泉）
一吉田地区集団栽培組合一

早くから米の集団栽培を手がけ農

業先進地の吉田地区の振興を推進

◎福島隆一（珠川）
一珠川青年会長一

出稼ぎのない農業をめざしシイタ

ケ、養蚕、タバコなどに取りくむ

◎市長諸里　　正典

◎司会本田欣二郎
　　　　　（企画財政課長）

森
林
公
園
計
画
の

　
　
推
進
に
没
頭

俵
山
（
ニ
ッ
屋
）
森
林
公
園
の
推
進

運
動
に
携
っ
て
い
る
の
は
二
十
八
歳

を
先
頭
に
し
た
青
年
達
だ
。
昨
年
、

市
で
総
合
計
画
を
た
て
る
と
い
う
の

で
六
箇
で
も
何
を
す
べ
き
か
考
え
た
。

市
の
面
積
の
半
分
以
上
は
山
林
だ
。

南
魚
と
の
郡
境
い
に
は
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

が
通
っ
て
い
る
。
温
泉
も
あ
る
。
土

地
は
大
部
分
が
市
有
地
と
共
有
地
だ
。

そ
こ
に
目
を
つ
け
た
。
今
も
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
は
土
、
日
に
は
は
や
っ
て
い

る
が
、
何
も
し
な
い
と
六
箇
は
た
だ

の
通
過
地
点
に
な
っ
て
置
い
て
ゆ
か

れ
る
と
い
う
危
機
感
も
強
か
っ
た
。

　
最
初
、
年
輩
の
人
か
ら
理
解
し
て

も
ら
え
な
か
っ
た
が
、
今
は
塩
之
又

部
落
を
は
じ
め
全
面
的
に
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
運
動
を
通
じ

て
今
ま
で
無
関
心
だ
っ
た
地
域
の
こ

と
に
関
心
を
も
ち
、
ら
い
さ
な
村
の

行
事
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
の
村
づ
く
り
に
は
大
き
な
力
に

な
る
と
思
う
。
五
十
年
、
百
年
先
の

村
づ
く
り
も
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

ぎ
　
矯
鍬

鐸

基
盤
整
備
を
中
心
に

　
　
集
落
の
再
開
発
を

静夫小川進三俵山

林
（
小
泉
）
吉
田
は
十
年
前
に
第
一

次
構
造
改
善
事
業
を
導
入
し
、
管
理

組
合
を
作
り
協
力
し
て
や
っ
て
き
た
。

こ
う
い
う
農
業
の
む
つ
か
し
い
時
期

に
は
、
基
盤
整
備
を
中
心
に
集
落
の
再

開
発
を
真
剣
に
考
え
て
み
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
十
二
月
に
吉
田
地
区
の

有
志
が
集
っ
て
会
合
を
開
い
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
十
分
話
し
あ
っ
て
地
区

発
展
の
総
合
的
な
見
直
し
を
し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
と
思
う
。
今
の
農
業
を

と
り
ま
く
状
勢
は
非
帯
に
厳
し
い
が

そ
れ
だ
け
に
地
域
が
ま
と
ま
れ
ば
、

国
県
の
制
度
を
利
用
し
て
か
な
り
の

こ
と
が
や
れ
る
と
思
う
。

農
業
で
生
き
る

　
　
基
盤
の
確
立
を

福
島
（
珠
川
）
珠
川
で
は
出
稼
ぎ
を

解
消
し
よ
う
と
五
十
年
か
ら
シ
イ
タ

ケ
作
り
を
し
て
い
る
。
シ
イ
タ
ケ
は

十
一
人
の
メ
ン
バ
ー
で
や
っ
て
お
り

年
中
出
荷
で
き
る
状
態
だ
。
出
稼
ぎ

も
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
珠
川
に

は
養
蚕
、
ア
ス
パ
ラ
、
シ
イ
タ
ケ
、

タ
バ
コ
、
畜
産
な
ど
農
業
と
真
剣
に

取
り
く
ん
で
い
る
人
が
多
い
。
こ
れ

ら
の
も
の
が
順
次
、
軌
道
に
の
っ
て

き
て
い
る
。
そ
れ
で
、
あ
の
部
落
に

嫁
さ
ん
に
行
っ
て
も
出
稼
ぎ
に
も
行

か
な
い
か
ら
安
心
だ
と
い
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
基
盤
が
で

き
れ
ば
過
疎
の
歯
止
め
に
も
な
る
と

思
う
。
こ
う
い
う
事
業
を
は
じ
め
て

く
れ
た
先
輩
の
考
え
を
受
け
つ
ぎ
、

次
の
代
に
も
伝
え
て
行
き
た
い
。

司
会
　
各
地
区
の
村
づ
く
り
の
様
子

を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
市

長
の
地
域
づ
く
り
の
考
え
方
を
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長市

市
長
　
皆
さ
ん
の
真
剣
な
村
づ
く
り

の
実
践
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
考
え

方
に
は
、
「
あ
の
村
に
こ
の
施
設
が
あ

る
か
ら
、
私
の
村
に
も
同
じ
施
設
が

欲
し
い
」
と
い
う
考
え
方
と
「
あ
そ

こ
に
は
体
育
館
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ

に
は
図
書
館
が
欲
し
い
」
と
い
う
二

通
り
の
考
え
か
た
が
あ
る
と
思
う
。

私
は
、
ヨ
ソ
の
町
に
あ
る
も
の
は
自

分
の
町
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
発
想
よ
り
、
ヨ
ソ
の
町
に
あ
る
か

ら
ウ
チ
に
は
い
ら
な
い
ん
だ
と
い
う

考
え
方
を
大
事
に
し
た
い
と
思
う
。

本
当
の
町
づ
く
り
は
、
町
の
規
模
を

考
え
そ
こ
に
住
む
人
達
の
生
き
が
い

を
ど
こ
に
見
つ
け
、
そ
の
町
の
産
業

構
造
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
計
画
を

た
て
、
生
活
パ
タ
ー
ン
は
ど
う
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
に
あ
っ
た

施
設
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に

考
え
た
町
づ
く
り
村
づ
く
り
が
推
進

さ
れ
て
行
く
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
、

行
政
は
道
路
を
作
る
と
い
っ
た
社
会

資
本
の
充
実
の
た
め
の
公
共
投
資
は

惜
し
ま
な
い
。
そ
の
村
に
あ
っ
た
村

づ
く
り
の
方
法
を
ど
う
し
て
見
つ
け

る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
参
加
と
い

一

出席者

左から水落留吉さん、小川静夫さん、水落之夫さん

諸里市長、林正さん、俵山進三さん、福島隆一さん

う
手
法
だ
。
今
、
皆
さ
ん
が
、
若
い

人
が
参
加
を
し
だ
し
た
、
自
分
の
問

題
と
し
て
取
り
あ
げ
だ
し
た
と
話
し

て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
が
大
事
だ
。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
方
法
で
や
っ

て
い
る
．
こ
れ
が
本
当
の
村
づ
く
り

だ
と
思
う
。

司
会
　
市
長
か
ら
も
新
し
い
提
案
が

さ
れ
て
い
る
が
、
皆
さ
ん
か
ら
も
市

に
対
す
る
要
望
や
提
案
を
。

福
島
　
シ
イ
タ
ケ
ハ
ウ
ス
一
棟
四
～

五
百
万
か
か
る
。
国
の
資
金
だ
け
で

は
足
り
な
い
．
市
も
援
助
を
。

市
長
　
応
援
体
制
は
あ
る
。
市
が
応

援
す
る
に
は
珠
川
な
ら
珠
川
で
ま
と

ま
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
。
市
内
の
一

軒
く
、
個
人
く
に
は
と
て
も
、

水
落
留
吉
　
十
二
戸
全
員
が
参
加
し

ま
と
ま
っ
て
作
業
を
進
め
て
村
に
活

力
が
で
は
じ
め
て
い
る
。
今
年
は
、

桑
畑
で
荒
れ
て
い
る
所
に
ブ
ド
ウ
を

植
え
て
、
年
よ
り
か
ら
子
供
ま
で
ぶ

ど
う
狩
を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
と
将
来
は
、

一
階
を
集
荷
場
、
二
階
を
集
会
場
に

し
た
セ
ン
タ
ー
も
欲
し
い
。

小
川
　
私
も
部
落
の
個
性
を
育
て
る

こ
と
に
賛
成
だ
。
他
の
地
区
を
視
察

し
て
、
考
え
方
の
独
創
的
な
と
こ
ろ

を
吸
収
し
て
、
私
達
の
部
落
を
魅
力

あ
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

林
市
の
産
業
構
造
は
、
一
に
織
物

二
に
農
業
だ
が
金
額
を
比
較
す
る
と

天
と
地
の
差
が
あ
る
。
市
民
の
生
活

の
基
盤
は
農
業
だ
．
そ
の
農
業
も
平

場
と
山
地
で
半
分
半
分
ぐ
ら
い
に
な

る
．
中
心
部
の
整
備
に
は
、
都
市
計

画
と
い
っ
た
制
度
が
活
用
で
き
る
が
、

正林隆一福島

山
間
地
に
は
恩
恵
が
な
い
。
行
政
の

力
で
道
路
を
は
じ
め
社
会
資
本
の
充

実
に
つ
と
め
て
ほ
し
い
。

道
路
は
生
活
の
革
命
だ

市
長
　
豪
雪
地
に
あ
っ
て
は
道
路
は

生
活
の
革
命
だ
。
特
に
山
問
地
に
あ

っ
て
は
道
路
行
政
な
く
し
て
発
展
は

あ
り
え
な
い
。
そ
れ
と
農
業
に
対
す

る
援
助
体
制
を
ど
う
ひ
く
か
と
い
う

こ
と
だ
．
平
場
に
は
、
国
営
、
県
営

団
体
営
と
い
っ
た
有
利
な
制
度
が
あ

る
が
、
山
間
地
は
補
助
制
度
も
零
細

だ
し
条
件
も
悪
い
。
立
地
条
件
の
悪

い
と
こ
ろ
で
頑
張
っ
て
い
る
人
に
こ

そ
行
政
が
積
極
的
に
援
助
し
て
行
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

水
落
之
夫
　
私
達
の
と
こ
ろ
は
畜
産

が
主
だ
。
牛
の
場
合
育
成
牧
場
が
必

要
だ
が
地
域
内
に
は
適
地
が
な
い
。

市
全
体
に
呼
び
か
け
て
取
り
組
み
た

い
が
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
。

市
長
　
そ
の
話
は
広
聴
会
で
願
入
の

皆
さ
ん
か
ら
も
聞
い
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
市
の
農
業
は
複
合
経
営
で
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
．
そ
う
い
う

意
味
で
畜
産
は
大
き
な
柱
だ
。
十
日
町

産
の
牛
肉
は
う
ま
い
と
い
う
評
判
だ

し
要
望
が
あ
れ
ば
取
り
あ
げ
た
い
。

俵
山
　
森
林
公
園
の
中
に
、
学
校
の

合
宿
所
や
団
体
の
保
養
所
も
考
え
ら

れ
な
い
か
。
そ
れ
と
、
塩
之
又
に
旅

館
が
二
軒
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
個

人
の
民
宿
を
経
営
す
る
人
も
で
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
な
る
と
道

路
が
一
番
大
事
だ
。
今
は
狭
い
所
も

あ
る
し
冬
に
な
る
と
通
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
社
会
は
老
齢
化
に

向
か
う
と
い
う
。
老
齢
化
社
会
に
向

か
う
と
い
う
の
で
す
ぐ
、
中
高
年
齢

層
の
対
策
だ
け
を
考
え
が
ち
だ
。
逆

に
、
老
齢
化
社
会
に
向
か
え
ば
向
か
う

ほ
ど
若
者
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、

果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
る
・
た
く
ま

し
い
若
者
を
育
て
る
た
め
に
、
若
者

に
向
け
た
効
率
的
な
投
資
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

森
林
公
園
の
中
に
、
青
少
年
自
然
の

家
と
か
、
生
徒
や
学
生
の
研
修
セ
ン

タ
i
、
合
宿
所
と
い
っ
た
施
設
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

林
　
先
月
、
エ
ネ
ル
ギ
i
危
機
と
食

糧
と
い
う
講
演
会
を
聞
い
た
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
次
は
必
ず
食
糧
問
額
が

で
て
く
る
。
こ
う
い
う
時
期
だ
か
ら

こ
そ
踏
ん
ば
っ
て
、
重
点
的
に
投
資

を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の本田課長

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
．
今
の
食
糧
は

ほ
と
ん
ど
石
油
で
出
来
て
い
る
と
言

っ
て
い
い
く
ら
い
だ
。
農
業
が
見
直

さ
れ
る
時
期
が
必
ず
く
る
は
ず
だ
。

水
落
留
吉
　
八
十
年
代
は
、
山
地
を

見
直
し
た
り
、
自
然
食
品
を
見
直
し

た
り
す
る
時
期
が
く
る
。
そ
の
時
代

に
対
応
す
る
た
め
に
、
キ
チ
ッ
と
し

た
見
通
し
を
も
っ
て
努
力
を
し
て
行

か
な
い
と
、
次
の
世
代
の
子
供
た
ち

に
良
い
も
の
は
残
せ
な
い
。

水
落
之
夫
私
の
所
は
畜
産
が
主
だ

が
、
．
こ
れ
だ
け
で
は
全
部
の
地
域
は

救
え
な
い
。
そ
れ
を
何
に
求
め
る
か

模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
こ
う
い

う
方
向
に
進
ん
で
行
こ
う
と
い
う
方

針
の
出
て
い
る
皆
さ
ん
の
地
区
は
素

晴
ら
し
い
と
思
う
。

情
熱
と

　
団
結
が
あ
れ
ば

俵
山
　
私
達
の
地
区
は
今
最
高
の
盛

り
あ
が
り
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
運

動
を
通
し
て
「
情
熱
と
団
結
」
が
あ

れ
ば
か
な
り
の
こ
と
が
出
来
る
と
知

っ
た
。
「
情
熱
と
届
結
」
こ
れ
が
何
と

言
っ
て
も
一
番
だ
。

林
　
本
当
に
若
い
人
が
一
生
懸
命
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
だ
。

司
会
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
“
八
十
年
代
は
地
方
の
時
代

だ
”
と
い
う
言
葉
が
、
か
け
声
だ
け

で
終
る
こ
と
な
く
、
本
当
に
実
の
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
個

性
あ
る
村
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
実
現

の
た
め
に
行
政
も
社
会
資
本
の
充
実

な
ど
出
来
る
だ
け
の
こ
と
は
し
た
い
。
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一
九
八
O
年
代
の
幕
明
け
で
す
。
八
十
年
代
は
地
方
の
時
代
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
の
時
代
の
実
現
は
、
そ
こ
に
住
む
人

達
が
ど
れ
だ
け
自
分
の
地
域
を
良
く
し
よ
う
と
考
え
実
践
す
る
か

に
か
か
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
す
で
に
地
域
づ
く

り
の
実
践
活
動
を
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
、
自
分
達

の
活
動
を
通
し
た
八
十
年
代
の
地
域
づ
く
り
、
市
づ
く
り
の
方
向

を
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

司
会
　
今
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
独
特
の
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
る

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
集
ま
っ
て

い
た
だ
い
た
。
皆
さ
ん
か
ら
、
そ
の

活
動
状
況
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
や
市
づ
く
り

の
方
向
を
考
え
て
み
た
い
．

三
年
前
か
ら

　
手
づ
く
り
の
村
づ
く
り

之夫水落留吉水落

水
落
之
夫
（
漉
野
）
三
年
前
か
ら
普

及
所
の
指
導
で
や
っ
て
い
る
。
最
初

推
進
委
員
会
を
作
っ
た
が
、
何
か
ら

手
を
つ
け
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
ず
、

ま
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。
二
年

目
に
は
、
そ
の
中
の
問
題
点
を
整
理

し
や
れ
る
も
の
か
ら
手
を
つ
け
た
。

今
年
は
二
百
万
の
補
助
金
も
つ
い
た
。

今
ま
で
は
振
興
会
が
道
路
を
中
心
に

と
り
あ
げ
て
き
た
が
、
今
は
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
も
考
え
直
そ
う
と
い

う
気
運
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
本

当
の
村
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
だ
．

山
ウ
ド
を

　
　
共
同
栽
培

水
落
留
吉
（
宇
田
ケ
沢
）
中
条
山
地

は
過
疎
が
進
み
、
宇
田
ケ
沢
も
晋
が

離
村
し
た
．
そ
の
最
大
の
原
因
は
冬

働
き
に
行
く
こ
と
だ
。
田
も
畑
も
あ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
土
地
を

利
用
し
、
過
疎
の
歯
止
め
と
村
の
連

帯
意
識
を
育
て
る
た
め
、
十
二
戸
全

員
参
加
の
農
産
組
合
を
作
り
、
自
然

を
活
か
し
た
山
ウ
ド
栽
培
を
は
じ
め

た
。
山
ウ
ド
は
順
調
に
生
育
し
て
お

り
来
春
に
は
収
穫
出
来
る
と
思
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り

　
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

小
川
（
浅
之
平
）
八
箇
は
地
区
が
分

散
し
て
い
る
の
で
地
域
が
ま
と
ま
り

に
く
い
。
そ
こ
で
「
ヤ
ア
お
早
よ
う
」

と
声
を
か
け
あ
う
と
い
う
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
始
め
た
．
そ
れ
と
、
市
で

総
合
計
画
を
た
て
る
と
い
う
の
で
、

八
箇
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と
プ
・

ジ
ェ
ク
ト
を
作
っ
て
研
究
を
は
じ
め

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
た
て
た
。
豊
か
な

水
を
利
用
し
た
ダ
ム
建
設
と
、
関
根
、

浅
之
平
以
外
人
口
が
減
っ
て
い
る
の

で
八
十
戸
～
百
戸
く
ら
い
の
住
宅
団

地
の
誘
致
。
市
民
ス
キ
ー
場
の
夏
場

の
利
用
も
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

昨
年
は
、
関
浅
自
治
会
で
労
力
奉
仕

を
し
て
ス
キ
ー
場
の
下
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
造
っ
た
．
造
成
に
は
市
の
援
助

を
受
け
た
が
管
理
は
自
治
会
で
や
っ

て
い
る
。
地
域
と
『
体
の
活
動
を
し

。
て
ゆ
く
た
め
に
機
関
誌
を
発
行
し
、

活
動
状
況
を
報
告
し
て
い
る
．

座談会出席者
◎水落之夫（漉野）
　一東下組生活環境整備組合長一
　．！　　　　　㌧

東下組地区7集落の手・づくi）び）村

づくり運動を推進

◎水落留吉（宇田ケ沢）
一宇田ケ沢農産組合長一

過疎グ）歯止めと、村。の連帯意識を

育てるため山ウドを共同栽培

◎小川静夫（浅之平）
一関浅自治会青年部長一

地区内にプロジェクトを作り機関

誌を発行し、地域づくりを推進

◎俵山進三（ニッ屋）
一六箇地区推進協議会長一

地域が一丸となって森林公園計画

に取り組んでいる

◎林　　　正（小泉）
一吉田地区集団栽培組合一

早くから米の集団栽培を手がけ農

業先進地の吉田地区の振興を推進

◎福島隆一（珠川）
一珠川青年会長一

出稼ぎのない農業をめざしシイタ

ケ、養蚕、タバコなどに取りくむ

◎市長諸里　　正典

◎司会本田欣二郎
　　　　　（企画財政課長）

森
林
公
園
計
画
の

　
　
推
進
に
没
頭

俵
山
（
ニ
ッ
屋
）
森
林
公
園
の
推
進

運
動
に
携
っ
て
い
る
の
は
二
十
八
歳

を
先
頭
に
し
た
青
年
達
だ
。
昨
年
、

市
で
総
合
計
画
を
た
て
る
と
い
う
の

で
六
箇
で
も
何
を
す
べ
き
か
考
え
た
。

市
の
面
積
の
半
分
以
上
は
山
林
だ
。

南
魚
と
の
郡
境
い
に
は
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

が
通
っ
て
い
る
。
温
泉
も
あ
る
。
土

地
は
大
部
分
が
市
有
地
と
共
有
地
だ
。

そ
こ
に
目
を
つ
け
た
。
今
も
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
は
土
、
日
に
は
は
や
っ
て
い

る
が
、
何
も
し
な
い
と
六
箇
は
た
だ

の
通
過
地
点
に
な
っ
て
置
い
て
ゆ
か

れ
る
と
い
う
危
機
感
も
強
か
っ
た
。

　
最
初
、
年
輩
の
人
か
ら
理
解
し
て

も
ら
え
な
か
っ
た
が
、
今
は
塩
之
又

部
落
を
は
じ
め
全
面
的
に
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
運
動
を
通
じ

て
今
ま
で
無
関
心
だ
っ
た
地
域
の
こ

と
に
関
心
を
も
ち
、
ら
い
さ
な
村
の

行
事
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
の
村
づ
く
り
に
は
大
き
な
力
に

な
る
と
思
う
。
五
十
年
、
百
年
先
の

村
づ
く
り
も
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

ぎ
　
矯
鍬

鐸

基
盤
整
備
を
中
心
に

　
　
集
落
の
再
開
発
を

静夫小川進三俵山

林
（
小
泉
）
吉
田
は
十
年
前
に
第
一

次
構
造
改
善
事
業
を
導
入
し
、
管
理

組
合
を
作
り
協
力
し
て
や
っ
て
き
た
。

こ
う
い
う
農
業
の
む
つ
か
し
い
時
期

に
は
、
基
盤
整
備
を
中
心
に
集
落
の
再

開
発
を
真
剣
に
考
え
て
み
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
十
二
月
に
吉
田
地
区
の

有
志
が
集
っ
て
会
合
を
開
い
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
十
分
話
し
あ
っ
て
地
区

発
展
の
総
合
的
な
見
直
し
を
し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
と
思
う
。
今
の
農
業
を

と
り
ま
く
状
勢
は
非
帯
に
厳
し
い
が

そ
れ
だ
け
に
地
域
が
ま
と
ま
れ
ば
、

国
県
の
制
度
を
利
用
し
て
か
な
り
の

こ
と
が
や
れ
る
と
思
う
。

農
業
で
生
き
る

　
　
基
盤
の
確
立
を

福
島
（
珠
川
）
珠
川
で
は
出
稼
ぎ
を

解
消
し
よ
う
と
五
十
年
か
ら
シ
イ
タ

ケ
作
り
を
し
て
い
る
。
シ
イ
タ
ケ
は

十
一
人
の
メ
ン
バ
ー
で
や
っ
て
お
り

年
中
出
荷
で
き
る
状
態
だ
。
出
稼
ぎ

も
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
珠
川
に

は
養
蚕
、
ア
ス
パ
ラ
、
シ
イ
タ
ケ
、

タ
バ
コ
、
畜
産
な
ど
農
業
と
真
剣
に

取
り
く
ん
で
い
る
人
が
多
い
。
こ
れ

ら
の
も
の
が
順
次
、
軌
道
に
の
っ
て

き
て
い
る
。
そ
れ
で
、
あ
の
部
落
に

嫁
さ
ん
に
行
っ
て
も
出
稼
ぎ
に
も
行

か
な
い
か
ら
安
心
だ
と
い
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
基
盤
が
で

き
れ
ば
過
疎
の
歯
止
め
に
も
な
る
と

思
う
。
こ
う
い
う
事
業
を
は
じ
め
て

く
れ
た
先
輩
の
考
え
を
受
け
つ
ぎ
、

次
の
代
に
も
伝
え
て
行
き
た
い
。

司
会
　
各
地
区
の
村
づ
く
り
の
様
子

を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
市

長
の
地
域
づ
く
り
の
考
え
方
を
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長市

市
長
　
皆
さ
ん
の
真
剣
な
村
づ
く
り

の
実
践
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
考
え

方
に
は
、
「
あ
の
村
に
こ
の
施
設
が
あ

る
か
ら
、
私
の
村
に
も
同
じ
施
設
が

欲
し
い
」
と
い
う
考
え
方
と
「
あ
そ

こ
に
は
体
育
館
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ

に
は
図
書
館
が
欲
し
い
」
と
い
う
二

通
り
の
考
え
か
た
が
あ
る
と
思
う
。

私
は
、
ヨ
ソ
の
町
に
あ
る
も
の
は
自

分
の
町
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
発
想
よ
り
、
ヨ
ソ
の
町
に
あ
る
か

ら
ウ
チ
に
は
い
ら
な
い
ん
だ
と
い
う

考
え
方
を
大
事
に
し
た
い
と
思
う
。

本
当
の
町
づ
く
り
は
、
町
の
規
模
を

考
え
そ
こ
に
住
む
人
達
の
生
き
が
い

を
ど
こ
に
見
つ
け
、
そ
の
町
の
産
業

構
造
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
計
画
を

た
て
、
生
活
パ
タ
ー
ン
は
ど
う
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
に
あ
っ
た

施
設
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に

考
え
た
町
づ
く
り
村
づ
く
り
が
推
進

さ
れ
て
行
く
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
、

行
政
は
道
路
を
作
る
と
い
っ
た
社
会

資
本
の
充
実
の
た
め
の
公
共
投
資
は

惜
し
ま
な
い
。
そ
の
村
に
あ
っ
た
村

づ
く
り
の
方
法
を
ど
う
し
て
見
つ
け

る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
参
加
と
い

一

出席者

左から水落留吉さん、小川静夫さん、水落之夫さん

諸里市長、林正さん、俵山進三さん、福島隆一さん

う
手
法
だ
。
今
、
皆
さ
ん
が
、
若
い

人
が
参
加
を
し
だ
し
た
、
自
分
の
問

題
と
し
て
取
り
あ
げ
だ
し
た
と
話
し

て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
が
大
事
だ
。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
方
法
で
や
っ

て
い
る
．
こ
れ
が
本
当
の
村
づ
く
り

だ
と
思
う
。

司
会
　
市
長
か
ら
も
新
し
い
提
案
が

さ
れ
て
い
る
が
、
皆
さ
ん
か
ら
も
市

に
対
す
る
要
望
や
提
案
を
。

福
島
　
シ
イ
タ
ケ
ハ
ウ
ス
一
棟
四
～

五
百
万
か
か
る
。
国
の
資
金
だ
け
で

は
足
り
な
い
．
市
も
援
助
を
。

市
長
　
応
援
体
制
は
あ
る
。
市
が
応

援
す
る
に
は
珠
川
な
ら
珠
川
で
ま
と

ま
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
。
市
内
の
一

軒
く
、
個
人
く
に
は
と
て
も
、

水
落
留
吉
　
十
二
戸
全
員
が
参
加
し

ま
と
ま
っ
て
作
業
を
進
め
て
村
に
活

力
が
で
は
じ
め
て
い
る
。
今
年
は
、

桑
畑
で
荒
れ
て
い
る
所
に
ブ
ド
ウ
を

植
え
て
、
年
よ
り
か
ら
子
供
ま
で
ぶ

ど
う
狩
を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
と
将
来
は
、

一
階
を
集
荷
場
、
二
階
を
集
会
場
に

し
た
セ
ン
タ
ー
も
欲
し
い
。

小
川
　
私
も
部
落
の
個
性
を
育
て
る

こ
と
に
賛
成
だ
。
他
の
地
区
を
視
察

し
て
、
考
え
方
の
独
創
的
な
と
こ
ろ

を
吸
収
し
て
、
私
達
の
部
落
を
魅
力

あ
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

林
市
の
産
業
構
造
は
、
一
に
織
物

二
に
農
業
だ
が
金
額
を
比
較
す
る
と

天
と
地
の
差
が
あ
る
。
市
民
の
生
活

の
基
盤
は
農
業
だ
．
そ
の
農
業
も
平

場
と
山
地
で
半
分
半
分
ぐ
ら
い
に
な

る
．
中
心
部
の
整
備
に
は
、
都
市
計

画
と
い
っ
た
制
度
が
活
用
で
き
る
が
、

正林隆一福島

山
間
地
に
は
恩
恵
が
な
い
。
行
政
の

力
で
道
路
を
は
じ
め
社
会
資
本
の
充

実
に
つ
と
め
て
ほ
し
い
。

道
路
は
生
活
の
革
命
だ

市
長
　
豪
雪
地
に
あ
っ
て
は
道
路
は

生
活
の
革
命
だ
。
特
に
山
問
地
に
あ

っ
て
は
道
路
行
政
な
く
し
て
発
展
は

あ
り
え
な
い
。
そ
れ
と
農
業
に
対
す

る
援
助
体
制
を
ど
う
ひ
く
か
と
い
う

こ
と
だ
．
平
場
に
は
、
国
営
、
県
営

団
体
営
と
い
っ
た
有
利
な
制
度
が
あ

る
が
、
山
間
地
は
補
助
制
度
も
零
細

だ
し
条
件
も
悪
い
。
立
地
条
件
の
悪

い
と
こ
ろ
で
頑
張
っ
て
い
る
人
に
こ

そ
行
政
が
積
極
的
に
援
助
し
て
行
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

水
落
之
夫
　
私
達
の
と
こ
ろ
は
畜
産

が
主
だ
。
牛
の
場
合
育
成
牧
場
が
必

要
だ
が
地
域
内
に
は
適
地
が
な
い
。

市
全
体
に
呼
び
か
け
て
取
り
組
み
た

い
が
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
。

市
長
　
そ
の
話
は
広
聴
会
で
願
入
の

皆
さ
ん
か
ら
も
聞
い
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
市
の
農
業
は
複
合
経
営
で
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
．
そ
う
い
う

意
味
で
畜
産
は
大
き
な
柱
だ
。
十
日
町

産
の
牛
肉
は
う
ま
い
と
い
う
評
判
だ

し
要
望
が
あ
れ
ば
取
り
あ
げ
た
い
。

俵
山
　
森
林
公
園
の
中
に
、
学
校
の

合
宿
所
や
団
体
の
保
養
所
も
考
え
ら

れ
な
い
か
。
そ
れ
と
、
塩
之
又
に
旅

館
が
二
軒
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
個

人
の
民
宿
を
経
営
す
る
人
も
で
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
な
る
と
道

路
が
一
番
大
事
だ
。
今
は
狭
い
所
も

あ
る
し
冬
に
な
る
と
通
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
社
会
は
老
齢
化
に

向
か
う
と
い
う
。
老
齢
化
社
会
に
向

か
う
と
い
う
の
で
す
ぐ
、
中
高
年
齢

層
の
対
策
だ
け
を
考
え
が
ち
だ
。
逆

に
、
老
齢
化
社
会
に
向
か
え
ば
向
か
う

ほ
ど
若
者
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、

果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
る
・
た
く
ま

し
い
若
者
を
育
て
る
た
め
に
、
若
者

に
向
け
た
効
率
的
な
投
資
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

森
林
公
園
の
中
に
、
青
少
年
自
然
の

家
と
か
、
生
徒
や
学
生
の
研
修
セ
ン

タ
i
、
合
宿
所
と
い
っ
た
施
設
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

林
　
先
月
、
エ
ネ
ル
ギ
i
危
機
と
食

糧
と
い
う
講
演
会
を
聞
い
た
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
次
は
必
ず
食
糧
問
額
が

で
て
く
る
。
こ
う
い
う
時
期
だ
か
ら

こ
そ
踏
ん
ば
っ
て
、
重
点
的
に
投
資

を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の本田課長

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
．
今
の
食
糧
は

ほ
と
ん
ど
石
油
で
出
来
て
い
る
と
言

っ
て
い
い
く
ら
い
だ
。
農
業
が
見
直

さ
れ
る
時
期
が
必
ず
く
る
は
ず
だ
。

水
落
留
吉
　
八
十
年
代
は
、
山
地
を

見
直
し
た
り
、
自
然
食
品
を
見
直
し

た
り
す
る
時
期
が
く
る
。
そ
の
時
代

に
対
応
す
る
た
め
に
、
キ
チ
ッ
と
し

た
見
通
し
を
も
っ
て
努
力
を
し
て
行

か
な
い
と
、
次
の
世
代
の
子
供
た
ち

に
良
い
も
の
は
残
せ
な
い
。

水
落
之
夫
私
の
所
は
畜
産
が
主
だ

が
、
．
こ
れ
だ
け
で
は
全
部
の
地
域
は

救
え
な
い
。
そ
れ
を
何
に
求
め
る
か

模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
こ
う
い

う
方
向
に
進
ん
で
行
こ
う
と
い
う
方

針
の
出
て
い
る
皆
さ
ん
の
地
区
は
素

晴
ら
し
い
と
思
う
。

情
熱
と

　
団
結
が
あ
れ
ば

俵
山
　
私
達
の
地
区
は
今
最
高
の
盛

り
あ
が
り
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
運

動
を
通
し
て
「
情
熱
と
団
結
」
が
あ

れ
ば
か
な
り
の
こ
と
が
出
来
る
と
知

っ
た
。
「
情
熱
と
届
結
」
こ
れ
が
何
と

言
っ
て
も
一
番
だ
。

林
　
本
当
に
若
い
人
が
一
生
懸
命
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
だ
。

司
会
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
“
八
十
年
代
は
地
方
の
時
代

だ
”
と
い
う
言
葉
が
、
か
け
声
だ
け

で
終
る
こ
と
な
く
、
本
当
に
実
の
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
個

性
あ
る
村
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
実
現

の
た
め
に
行
政
も
社
会
資
本
の
充
実

な
ど
出
来
る
だ
け
の
こ
と
は
し
た
い
。



、
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雪
の
属
需
展

2
月
7
日
む
～
2
月
2
9
日
㊧

　
博
物
館
て
は
、
二
目
七
日
か
ら
ニ

レ
瓦
日
ま
て
特
別
展
不
室
に
お
い
て
、

冬
期
特
別
展
「
雪
の
民
具
展
」
を
開

山
俳
し
ま
す
、

　
私
た
ち
は
冬
に
な
る
と
、
雪
と
の

闘
い
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
今

も
昔
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
環
境
の
中
か
ら
、
こ
の
地
与
の

人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
具
を
作
り
出

し
、
使
っ
て
き
ま
し
た
、
で
す
か
ら

一
つ
一
つ
の
民
具
か
ら
は
、
冬
の
厳

し
い
生
活
と
、
．
長
い
間
は
ぐ
く
ま
れ

て
き
た
生
活
の
知
恵
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
民
具
を

十一日町市博物館2階

　　　特別展示室
会場

午前9時～午後4時半時間
入場料　無　料

※2月9日〔1．）・10日（日）には「アラ

　細r等の実演を行います。

※月曜・祝日は休館日です．

　お問い合わせは・一窓7 5531番
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一
堂
に
集
め
て
展
、
小
し
、
長
い
雪
と

の
闘
い
を
民
具
を
通
し
て
考
え
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
，

　
ま
た
二
月
九
日
ω
・
↑
日
⑥
の
雪

ま
っ
り
に
は
、
ワ
ラ
細
工
等
の
実
演

も
行
い
ま
す
．

　
ご
近
所
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

》塒魯儲曲
　　　　シリ＿ズ照10

旬街座の崩壊
昭和13年1月1日

號

　
今
か
ら
四
十
二
年
前
の
、
昭
和
十

三
年
一
月
元
日
夜
七
時
三
十
分
頃
、

旬
街
座
で
映
画
を
上
映
中
、
突
然
積

雪
の
重
み
で
屋
根
が
陥
没
し
て
、
死

者
六
十
九
名
、
負
傷
者
九
十
二
名
を

出
す
と
い
う
大
惨
事
が
発
生
し
た
。

　
当
時
の
新
聞
報
道
等
を
も
と
に
、

こ
の
悲
惨
な
雪
災
の
あ
ら
ま
し
を
追

っ
て
み
た
い
。

　
旬
街
座
と
い
う
の
は
、
本
町
五
丁

目
、
現
在
の
十
日
町
娯
楽
会
館
の
と

こ
ろ
に
あ
っ
て
、
劇
場
と
映
画
館
を

兼
ね
て
い
た
。
木
造
一
部
二
階
建
、

間
口
九
間
、
奥
行
き
十
六
間
で
百
六

十
四
坪
。
明
治
三
十
五
年
の
建
築
で

だ
い
ぷ
老
朽
化
し
て
い
た
が
、
当
時

と
し
て
は
珍
し
い
大
加
藍
で
あ
っ

た
。
　
日
支
事
変
が
勃
発
し
た
昭
和
十
二

年
の
暮
れ
は
雪
が
早
か
っ
た
。
十
二

月
二
日
か
ら
根
雪
に
な
り
、
年
末
に

は
積
雪
二
百
三
十
五
穂
・
を
記
録
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
ど
の
大
雪
に
な
っ
た
。

お
ほ
膿
根
が
落
下
　
　
　
聞

　
死
者
六
十
七
名
を
出
す
　
　
新

　
　
　
　
勃
鴫
ゼ
る
重
癬
者
鴛
九
名
町

　
　
囲
脚
旬
街
座
の
大
ち
ん
事
日

、
随
隼
“
顎
建
｛
欝
嵐
箋
《
お
嚥
転
鞭
＋

織
縞
織
蕪
鹸
楚
鱒
鱒
擁
る

等
蓉
窟
禽
模
約
餌
轟
か
一
毒
老
薫
　
襲
え

鞭
灘
灘

騒
孟
て
讐
　
　
階
、
繋
五
♂
諜

　
鑑
絶
！
ま
海
藍
鷺
“
　
　
　
驚
饗
黛
馳
”
毒
ハ

　
　
塾
、
醤
譲
”
攣
…
黍
鮎
騨
義
ぎ
熊
繋

議
議
簗
識
鱗
、
灘
穣
灘
、
盤
瀦
．

　
普
通
の
民
家
で
は
、
年
内
に
少
な

く
て
も
二
～
三
回
屋
根
の
雪
お
ろ
し

を
し
だ
が
、
旬
街
座
は
十
二
月
三
十

日
に
よ
う
や
く
最
初
の
雪
お
ろ
し
を

始
め
た
。
建
物
が
大
き
い
う
え
に
人

手
不
足
の
た
め
、
屋
根
の
ま
わ
り
を

落
し
た
だ
け
で
正
月
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
正
月
元
日
、
映
画
館
は
晴
れ
着
で

着
飾
っ
た
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
定

員
四
百
九
十
一
名
の
と
こ
ろ
へ
七
百

人
も
入
場
し
、
満
員
札
止
め
の
盛
況

だ
っ
た
。

　
事
故
後
測
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
屋
根
の
積
雪
は
二
后
八
仕
・
で
、

重
さ
は
坪
当
た
り
二
，
、
近
い
荷
重
が

か
か
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
屋
根
の

ま
わ
り
だ
け
除
雪
し
た
の
で
、
中
央

茜
側
の
屋
根
約
四
十
坪
が
、
重
い
雪

と
共
に
一
大
音
響
を
あ
げ
て
崩
壊
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
が
中
央
の
特
等

席
と
一
等
席
だ
っ
た
。

　
正
月
休
み
の
芸
妓
や
女
子
工
員
、

家
族
づ
れ
な
ど
二
百
人
近
い
観
客
が

ア
ッ
と
い
う
間
に
下
敷
き
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
半
鐘
が
乱
打
さ
れ
、
警
察
、
消
防
、

町
民
が
続
々
と
か
け
つ
け
救
助
作
業

に
あ
た
っ
た
が
、
圧
死
、
窒
息
死
な

ど
六
十
九
名
と
い
う
、
十
日
町
に
と

っ
て
史
上
か
つ
て
な
い
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。

　
一
家
六
人
の
う
ち
、
留
守
番
を
し

て
い
た
主
人
を
残
し
て
、
五
人
全
員

死
亡
と
い
う
気
の
毒
な
家
庭
も
あ
っ

て
、
全
町
悲
し
み
に
つ
つ
ま
れ
た
。

　
こ
の
大
雪
災
は
、
雪
国
の
人
々
に

雪
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
さ
せ
る
警

鐘
と
な
り
、
雪
に
対
す
る
関
心
が
に

わ
か
に
高
ま
っ
た
。

　
”
雪
地
獄
、
父
祖
の
地
な
れ
ば
、

棲
み
継
げ
り
”
の
名
吟
は
、
犠
牲
者

の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
劇
場
の
か
た

わ
ら
に
建
て
ら
れ
た
「
深
雪
観
音
堂
」

の
献
額
に
奉
納
さ
れ
た
阿
部
子
之
日

氏
の
作
品
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
野
良
吉
）

齢州
ξ

深
雪
観
音
堂
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婦
人
学
級
で
頭
の
洗
濯

水
落
ヨ
シ
子
（
下
条
中
央
通
り
）
37
歳

　
公
民
館
の
婦
人
学
級
で
勉
強
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
三
年
に
な
り
ま

す
。
月
一
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
た

く
さ
ん
の
先
生
が
た
の
話
を
聞
き
、

そ
し
て
多
勢
の
仲
間
と
出
合
い
、
私

に
と
っ
て
、
婦
人
学
級
は
充
実
し
た

一
時
問
半
で
す
。

　
先
生
が
た
の
話
を
聞
い
て
、
自
分

な
り
に
疑
問
を
感
じ
た
り
、
共
感
し

た
り
、
話
し
合
い
を
し
て
意
見
を
出

し
合
う
こ
と
は
、
家
庭
の
中
に
こ
も

り
が
ち
な
私
達
に
と
っ
て
、
ま
さ
に

頭
の
洗
濯
だ
と
思
い
ま
ず
。
こ
れ
か

ら
も
長
く
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

仲
間
づ
く
り

　
　
　
吉
田
晴
美
（
錦
町
層
）
21
歳

　
川
治
公
民
館
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
講
座
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

講
座
は
、
活
花
や
料
理
の
よ
う
に
、

具
体
的
な
形
が
な
い
の
で
、
初
め
の

頃
は
た
だ
遊
び
に
通
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
し
た
。
で
も
そ
ん
な
活
動

の
中
で
　
・
弓
数
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

知
ら
な
い
人
と
知
り
ム
ロ
え
た
こ
と
が

収
穫
で
し
た
．

　
レ
ク
の
学
習
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。
よ
り
多
く
の
人
達
と
仲
間
に

な
っ
イ
＼
楽
し
く
レ
ク
を
勉
強
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
木
曜
旧
の
夜
お
ひ

ま
な
か
た
、
一
度
川
治
公
民
館
に
遊

び
に
き
て
み
ま
せ
ん
か
。
．

「
遊
び
虫
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て

　
　
竹
内
志
津
子
（
川
治
小
六
年
）

私
は
公
民
館
の
「
遊
び
虫
シ
リ
！

ズ
」
と
い
う
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
や
っ
た
こ
と
は
、
ゲ
ー
ム
と

踊
り
と
焼
き
物
、
そ
れ
か
ら
工
作
で

し
た
．
焼
き
物
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
け
ど
た
い

へ
ん
で
し
た
。
苦
労
し
た
お
か
げ
で
、

と
て
も
か
わ
い
い
鈴
が
で
き
ま
し
た
。

　
工
作
は
、
わ
り
は
し
で
っ
ぼ
う
を

作
り
ま
し
た
。
踊
暁
は
、
「
宇
宙
戦
艦

ヤ
マ
ト
」
と
「
僕
の
先
生
は
フ
イ
バ

ー
」
を
踊
り
ま
し
た
。

G吟

青
年
研
修
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
曾
根
【
真
（
池
谷
）
2
7
歳

研
修
会
に
は
、
年
齢
層
、
仕
事
な

ど
が
異
な
る
人
達
が
集
ま
り
ま
し
た

が
、
地
域
に
関
す
る
考
え
方
、
若
者

と
し
て
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
良
い
カ

な
ど
、
か
な
り
活
発
な
意
見
が
だ
さ

れ
、
感
動
す
る
点
も
か
な
り
あ
り
ま

し
た
。

　
春
秋
を
通
じ
た
研
修
会
を
、
準
備

段
階
か
ら
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
初

め
て
の
研
修
会
と
し
て
は
成
功
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
し
た
が
、
女
性
の
参

加
が
少
な
く
、
こ
の
点
は
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
し
て
菱
禦
な
ぬ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
飛
渡
地
区
に
住
む
若
者
が
減
り
、

部
落
単
位
で
は
な
に
も
で
き
な
い
よ

う
な
現
在
、
地
域
で
ま
と
ま
る
こ
と

に
よ
り
、
か
な
り
の
事
が
で
き
る
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
が
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
集
い
、
話
し
合
い

の
場
と
し
て
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
．
そ
し
て
、
若
者
が
部
落

や
地
域
の
行
事
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
て
、
活
気
の
あ
る
住
み
よ
い
郷

鷲
碧
露
V

◎
募
集
人
員
　
普
通
科
第
一
学
年
四

十
名
◎
願
書
受
付
　
二
月
一
日
働
～
七
日

困
ま
で

◎
出
願
手
続
き
　
入
学
願
書
、
調
査

書
を
出
身
中
学
校
を
経
由
し
て
本
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
試
験
日
　
一
、
一
月
十
七
目
㈲

◎
修
業
年
限
　
四
力
年

◎
そ
の
他
　
①
勤
務
そ
の
他
の
事
情

’
、
・
昼
間
登
校
で
き
な
い
か
た
の
た
め
、

一
般
教
養
を
高
め
る
と
と
も
に
上
級

学
校
に
進
学
す
る
た
め
の
教
育
課
程

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
②
入
学
後
に

は
、
年
問
所
得
が
百
十
九
万
円
未
満

の
人
に
、
国
が
卒
業
ま
で
の
四
年
問

毎
月
六
千
円
の
修
学
奨
励
金
を
支
給

し
ま
す
。
こ
の
奨
励
金
は
卒
業
す
れ

ば
返
還
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
．
③
遠
隔
地
か
ら
の
バ

ス
通
学
が
吋
能
で
す
。

　
な
お
詳
細
は
十
日
町
高
等
学
校
中

心
校
（
溶
二
－
三
五
七
五
、
二
－
三

五
七
六
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。圏市奨

学
生
を
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
瓦
十

五
年
度
の
十
日
町
市
奨
学
生
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
五
年
度
に
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大

学
、
大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学

中
の
人
で
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人

　
ω
本
市
に
．
．
一
年
以
上
居
住
す
る
世

帯
の
子
弟
　
ω
学
業
成
績
が
優
秀
と

認
め
ら
れ
る
人
　
⑥
経
済
的
な
理
由

に
ょ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
人

働
身
心
共
に
健
全
な
人

奨
学
金
の
額
（
月
額
）
　
高
校
、
高

専
（
互
千
円
〉
　
短
大
、
大
学
（
一

璽　　驚騨瀞野鱗
螺　『　さ燃

艦漏
昭和55年度

十日町市成人式のお知らせ

◎日時5月11目（日）
　　　　午前10時～12時

◎会場十日町市市民体育館
◎該当者　昭和34年4月2日～35年

　　　　4月1日生まれの当市在

　　　　住者
く詳細は後日、本人宛にご連絡いたします

万
千
円
）

貸
与
期
間
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
か

ら
、
そ
の
人
の
在
学
す
る
学
校
の
最

短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

採
用
予
定
者
数
　
高
校
、
高
専
（
十

二
名
）
　
短
大
、
大
学
（
八
名
）

出
願
書
類
　
奨
学
金
貸
与
願
書
、
在

学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証
明
書

添
付
）
　
戸
籍
謄
本
及
び
住
民
票
謄

本
、
医
師
の
身
体
検
査
書
、
前
年
度

所
得
証
明
書

書
類
の
提
出
先
　
二
月
二
十
日
ま
で

に
市
教
育
委
員
会
（
8
七
ー
、
、
二
一

一
番
内
線
二
七
三
）
へ
。

そ
の
他
　
三
月
上
旬
頃
に
奨
学
生
を

決
定
し
、
決
定
次
第
各
人
に
通
知
し

ま
す
。新
潟
県
の
最
低
賃
金

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
す
る
各
種
最
低
賃
金
が
、

つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
の
適
用
を

受
け
る
労
働
者
に
、
そ
の
最
低
賃
金

額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

新
潟
県
最
低
賃
金
　
一
日
二
千
五
百

四
十
二
円
　
一
時
間
三
百
十
九
円

卸
売
業
・
小
売
業
　
一
日
二
千
七
百

二
十
円
　
一
時
問
三
百
四
十
円

食
料
品
製
造
業
　
一
日
二
千
七
百
九

十
二
円
　
一
時
間
三
百
四
十
九
円

出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業
　
一
日

二
千
九
百
圧
十
二
円
　
一
時
間
．
．
一
百

六
十
九
円

木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備
品
製

造
業
　
一
日
二
千
九
百
三
十
三
円

一
時
間
』
．
百
六
十
七
円



、
蟄

（6と・おガ」し3’

團
國
團
團
團
圖
圃
園

雪
の
属
需
展

2
月
7
日
む
～
2
月
2
9
日
㊧

　
博
物
館
て
は
、
二
目
七
日
か
ら
ニ

レ
瓦
日
ま
て
特
別
展
不
室
に
お
い
て
、

冬
期
特
別
展
「
雪
の
民
具
展
」
を
開

山
俳
し
ま
す
、

　
私
た
ち
は
冬
に
な
る
と
、
雪
と
の

闘
い
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
今

も
昔
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
環
境
の
中
か
ら
、
こ
の
地
与
の

人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
具
を
作
り
出

し
、
使
っ
て
き
ま
し
た
、
で
す
か
ら

一
つ
一
つ
の
民
具
か
ら
は
、
冬
の
厳

し
い
生
活
と
、
．
長
い
間
は
ぐ
く
ま
れ

て
き
た
生
活
の
知
恵
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
民
具
を

十一日町市博物館2階

　　　特別展示室
会場

午前9時～午後4時半時間
入場料　無　料

※2月9日〔1．）・10日（日）には「アラ

　細r等の実演を行います。

※月曜・祝日は休館日です．

　お問い合わせは・一窓7 5531番

第3種郵便物認可1昭和55年1月10日

一
堂
に
集
め
て
展
、
小
し
、
長
い
雪
と

の
闘
い
を
民
具
を
通
し
て
考
え
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
，

　
ま
た
二
月
九
日
ω
・
↑
日
⑥
の
雪

ま
っ
り
に
は
、
ワ
ラ
細
工
等
の
実
演

も
行
い
ま
す
．

　
ご
近
所
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

》塒魯儲曲
　　　　シリ＿ズ照10

旬街座の崩壊
昭和13年1月1日

號

　
今
か
ら
四
十
二
年
前
の
、
昭
和
十

三
年
一
月
元
日
夜
七
時
三
十
分
頃
、

旬
街
座
で
映
画
を
上
映
中
、
突
然
積

雪
の
重
み
で
屋
根
が
陥
没
し
て
、
死

者
六
十
九
名
、
負
傷
者
九
十
二
名
を

出
す
と
い
う
大
惨
事
が
発
生
し
た
。

　
当
時
の
新
聞
報
道
等
を
も
と
に
、

こ
の
悲
惨
な
雪
災
の
あ
ら
ま
し
を
追

っ
て
み
た
い
。

　
旬
街
座
と
い
う
の
は
、
本
町
五
丁

目
、
現
在
の
十
日
町
娯
楽
会
館
の
と

こ
ろ
に
あ
っ
て
、
劇
場
と
映
画
館
を

兼
ね
て
い
た
。
木
造
一
部
二
階
建
、

間
口
九
間
、
奥
行
き
十
六
間
で
百
六

十
四
坪
。
明
治
三
十
五
年
の
建
築
で

だ
い
ぷ
老
朽
化
し
て
い
た
が
、
当
時

と
し
て
は
珍
し
い
大
加
藍
で
あ
っ

た
。
　
日
支
事
変
が
勃
発
し
た
昭
和
十
二

年
の
暮
れ
は
雪
が
早
か
っ
た
。
十
二

月
二
日
か
ら
根
雪
に
な
り
、
年
末
に

は
積
雪
二
百
三
十
五
穂
・
を
記
録
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
ど
の
大
雪
に
な
っ
た
。

お
ほ
膿
根
が
落
下
　
　
　
聞

　
死
者
六
十
七
名
を
出
す
　
　
新

　
　
　
　
勃
鴫
ゼ
る
重
癬
者
鴛
九
名
町

　
　
囲
脚
旬
街
座
の
大
ち
ん
事
日

、
随
隼
“
顎
建
｛
欝
嵐
箋
《
お
嚥
転
鞭
＋

織
縞
織
蕪
鹸
楚
鱒
鱒
擁
る

等
蓉
窟
禽
模
約
餌
轟
か
一
毒
老
薫
　
襲
え

鞭
灘
灘

騒
孟
て
讐
　
　
階
、
繋
五
♂
諜

　
鑑
絶
！
ま
海
藍
鷺
“
　
　
　
驚
饗
黛
馳
”
毒
ハ

　
　
塾
、
醤
譲
”
攣
…
黍
鮎
騨
義
ぎ
熊
繋

議
議
簗
識
鱗
、
灘
穣
灘
、
盤
瀦
．

　
普
通
の
民
家
で
は
、
年
内
に
少
な

く
て
も
二
～
三
回
屋
根
の
雪
お
ろ
し

を
し
だ
が
、
旬
街
座
は
十
二
月
三
十

日
に
よ
う
や
く
最
初
の
雪
お
ろ
し
を

始
め
た
。
建
物
が
大
き
い
う
え
に
人

手
不
足
の
た
め
、
屋
根
の
ま
わ
り
を

落
し
た
だ
け
で
正
月
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
正
月
元
日
、
映
画
館
は
晴
れ
着
で

着
飾
っ
た
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
定

員
四
百
九
十
一
名
の
と
こ
ろ
へ
七
百

人
も
入
場
し
、
満
員
札
止
め
の
盛
況

だ
っ
た
。

　
事
故
後
測
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
屋
根
の
積
雪
は
二
后
八
仕
・
で
、

重
さ
は
坪
当
た
り
二
，
、
近
い
荷
重
が

か
か
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
屋
根
の

ま
わ
り
だ
け
除
雪
し
た
の
で
、
中
央

茜
側
の
屋
根
約
四
十
坪
が
、
重
い
雪

と
共
に
一
大
音
響
を
あ
げ
て
崩
壊
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
が
中
央
の
特
等

席
と
一
等
席
だ
っ
た
。

　
正
月
休
み
の
芸
妓
や
女
子
工
員
、

家
族
づ
れ
な
ど
二
百
人
近
い
観
客
が

ア
ッ
と
い
う
間
に
下
敷
き
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
半
鐘
が
乱
打
さ
れ
、
警
察
、
消
防
、

町
民
が
続
々
と
か
け
つ
け
救
助
作
業

に
あ
た
っ
た
が
、
圧
死
、
窒
息
死
な

ど
六
十
九
名
と
い
う
、
十
日
町
に
と

っ
て
史
上
か
つ
て
な
い
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。

　
一
家
六
人
の
う
ち
、
留
守
番
を
し

て
い
た
主
人
を
残
し
て
、
五
人
全
員

死
亡
と
い
う
気
の
毒
な
家
庭
も
あ
っ

て
、
全
町
悲
し
み
に
つ
つ
ま
れ
た
。

　
こ
の
大
雪
災
は
、
雪
国
の
人
々
に

雪
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
さ
せ
る
警

鐘
と
な
り
、
雪
に
対
す
る
関
心
が
に

わ
か
に
高
ま
っ
た
。

　
”
雪
地
獄
、
父
祖
の
地
な
れ
ば
、

棲
み
継
げ
り
”
の
名
吟
は
、
犠
牲
者

の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
劇
場
の
か
た

わ
ら
に
建
て
ら
れ
た
「
深
雪
観
音
堂
」

の
献
額
に
奉
納
さ
れ
た
阿
部
子
之
日

氏
の
作
品
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
野
良
吉
）

齢州
ξ

深
雪
観
音
堂

第3種郵便物認可）昭和55年1月10日とおガ蓄』監

婦
人
学
級
で
頭
の
洗
濯

水
落
ヨ
シ
子
（
下
条
中
央
通
り
）
37
歳

　
公
民
館
の
婦
人
学
級
で
勉
強
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
三
年
に
な
り
ま

す
。
月
一
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
た

く
さ
ん
の
先
生
が
た
の
話
を
聞
き
、

そ
し
て
多
勢
の
仲
間
と
出
合
い
、
私

に
と
っ
て
、
婦
人
学
級
は
充
実
し
た

一
時
問
半
で
す
。

　
先
生
が
た
の
話
を
聞
い
て
、
自
分

な
り
に
疑
問
を
感
じ
た
り
、
共
感
し

た
り
、
話
し
合
い
を
し
て
意
見
を
出

し
合
う
こ
と
は
、
家
庭
の
中
に
こ
も

り
が
ち
な
私
達
に
と
っ
て
、
ま
さ
に

頭
の
洗
濯
だ
と
思
い
ま
ず
。
こ
れ
か

ら
も
長
く
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

仲
間
づ
く
り

　
　
　
吉
田
晴
美
（
錦
町
層
）
21
歳

　
川
治
公
民
館
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
講
座
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

講
座
は
、
活
花
や
料
理
の
よ
う
に
、

具
体
的
な
形
が
な
い
の
で
、
初
め
の

頃
は
た
だ
遊
び
に
通
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
し
た
。
で
も
そ
ん
な
活
動

の
中
で
　
・
弓
数
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

知
ら
な
い
人
と
知
り
ム
ロ
え
た
こ
と
が

収
穫
で
し
た
．

　
レ
ク
の
学
習
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。
よ
り
多
く
の
人
達
と
仲
間
に

な
っ
イ
＼
楽
し
く
レ
ク
を
勉
強
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
木
曜
旧
の
夜
お
ひ

ま
な
か
た
、
一
度
川
治
公
民
館
に
遊

び
に
き
て
み
ま
せ
ん
か
。
．

「
遊
び
虫
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て

　
　
竹
内
志
津
子
（
川
治
小
六
年
）

私
は
公
民
館
の
「
遊
び
虫
シ
リ
！

ズ
」
と
い
う
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
や
っ
た
こ
と
は
、
ゲ
ー
ム
と

踊
り
と
焼
き
物
、
そ
れ
か
ら
工
作
で

し
た
．
焼
き
物
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
け
ど
た
い

へ
ん
で
し
た
。
苦
労
し
た
お
か
げ
で
、

と
て
も
か
わ
い
い
鈴
が
で
き
ま
し
た
。

　
工
作
は
、
わ
り
は
し
で
っ
ぼ
う
を

作
り
ま
し
た
。
踊
暁
は
、
「
宇
宙
戦
艦

ヤ
マ
ト
」
と
「
僕
の
先
生
は
フ
イ
バ

ー
」
を
踊
り
ま
し
た
。

G吟

青
年
研
修
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
曾
根
【
真
（
池
谷
）
2
7
歳

研
修
会
に
は
、
年
齢
層
、
仕
事
な

ど
が
異
な
る
人
達
が
集
ま
り
ま
し
た

が
、
地
域
に
関
す
る
考
え
方
、
若
者

と
し
て
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
良
い
カ

な
ど
、
か
な
り
活
発
な
意
見
が
だ
さ

れ
、
感
動
す
る
点
も
か
な
り
あ
り
ま

し
た
。

　
春
秋
を
通
じ
た
研
修
会
を
、
準
備

段
階
か
ら
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
初

め
て
の
研
修
会
と
し
て
は
成
功
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
し
た
が
、
女
性
の
参

加
が
少
な
く
、
こ
の
点
は
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
し
て
菱
禦
な
ぬ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
飛
渡
地
区
に
住
む
若
者
が
減
り
、

部
落
単
位
で
は
な
に
も
で
き
な
い
よ

う
な
現
在
、
地
域
で
ま
と
ま
る
こ
と

に
よ
り
、
か
な
り
の
事
が
で
き
る
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
が
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
集
い
、
話
し
合
い

の
場
と
し
て
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
．
そ
し
て
、
若
者
が
部
落

や
地
域
の
行
事
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
て
、
活
気
の
あ
る
住
み
よ
い
郷

鷲
碧
露
V

◎
募
集
人
員
　
普
通
科
第
一
学
年
四

十
名
◎
願
書
受
付
　
二
月
一
日
働
～
七
日

困
ま
で

◎
出
願
手
続
き
　
入
学
願
書
、
調
査

書
を
出
身
中
学
校
を
経
由
し
て
本
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
試
験
日
　
一
、
一
月
十
七
目
㈲

◎
修
業
年
限
　
四
力
年

◎
そ
の
他
　
①
勤
務
そ
の
他
の
事
情

’
、
・
昼
間
登
校
で
き
な
い
か
た
の
た
め
、

一
般
教
養
を
高
め
る
と
と
も
に
上
級

学
校
に
進
学
す
る
た
め
の
教
育
課
程

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
②
入
学
後
に

は
、
年
問
所
得
が
百
十
九
万
円
未
満

の
人
に
、
国
が
卒
業
ま
で
の
四
年
問

毎
月
六
千
円
の
修
学
奨
励
金
を
支
給

し
ま
す
。
こ
の
奨
励
金
は
卒
業
す
れ

ば
返
還
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
．
③
遠
隔
地
か
ら
の
バ

ス
通
学
が
吋
能
で
す
。

　
な
お
詳
細
は
十
日
町
高
等
学
校
中

心
校
（
溶
二
－
三
五
七
五
、
二
－
三

五
七
六
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。圏市奨

学
生
を
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
瓦
十

五
年
度
の
十
日
町
市
奨
学
生
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
五
年
度
に
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大

学
、
大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学

中
の
人
で
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人

　
ω
本
市
に
．
．
一
年
以
上
居
住
す
る
世

帯
の
子
弟
　
ω
学
業
成
績
が
優
秀
と

認
め
ら
れ
る
人
　
⑥
経
済
的
な
理
由

に
ょ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
人

働
身
心
共
に
健
全
な
人

奨
学
金
の
額
（
月
額
）
　
高
校
、
高

専
（
互
千
円
〉
　
短
大
、
大
学
（
一

璽　　驚騨瀞野鱗
螺　『　さ燃

艦漏
昭和55年度

十日町市成人式のお知らせ

◎日時5月11目（日）
　　　　午前10時～12時

◎会場十日町市市民体育館
◎該当者　昭和34年4月2日～35年

　　　　4月1日生まれの当市在

　　　　住者
く詳細は後日、本人宛にご連絡いたします

万
千
円
）

貸
与
期
間
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
か

ら
、
そ
の
人
の
在
学
す
る
学
校
の
最

短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

採
用
予
定
者
数
　
高
校
、
高
専
（
十

二
名
）
　
短
大
、
大
学
（
八
名
）

出
願
書
類
　
奨
学
金
貸
与
願
書
、
在

学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証
明
書

添
付
）
　
戸
籍
謄
本
及
び
住
民
票
謄

本
、
医
師
の
身
体
検
査
書
、
前
年
度

所
得
証
明
書

書
類
の
提
出
先
　
二
月
二
十
日
ま
で

に
市
教
育
委
員
会
（
8
七
ー
、
、
二
一

一
番
内
線
二
七
三
）
へ
。

そ
の
他
　
三
月
上
旬
頃
に
奨
学
生
を

決
定
し
、
決
定
次
第
各
人
に
通
知
し

ま
す
。新
潟
県
の
最
低
賃
金

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
す
る
各
種
最
低
賃
金
が
、

つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
の
適
用
を

受
け
る
労
働
者
に
、
そ
の
最
低
賃
金

額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

新
潟
県
最
低
賃
金
　
一
日
二
千
五
百

四
十
二
円
　
一
時
間
三
百
十
九
円

卸
売
業
・
小
売
業
　
一
日
二
千
七
百

二
十
円
　
一
時
問
三
百
四
十
円

食
料
品
製
造
業
　
一
日
二
千
七
百
九

十
二
円
　
一
時
間
三
百
四
十
九
円

出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業
　
一
日

二
千
九
百
圧
十
二
円
　
一
時
間
．
．
一
百

六
十
九
円

木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備
品
製

造
業
　
一
日
二
千
九
百
三
十
三
円

一
時
間
』
．
百
六
十
七
円



内
良

（8）

とおガ詐3第3樟郵便物認可1昭和55年1月10日

　
　
　
　
一
九
八
○
年
世
界
農
林

　
～
　
　
　
業
セ
ン
サ
ス
が
二
月
一
日

　
課
　
　
　
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
工
　
滴
　
　
　
今
回
の
セ
ン
サ
ス
は
国
連

　
　
　
の
提
唱
に
よ
る
世
界
農
林

を　　
　
業
セ
ン
サ
ス
の
一
環
と
し

力
　
　
　
て
、
農
業
事
業
体
の
ほ
か

協
　
　
　
林
業
事
業
体
に
つ
い
て
も

ご
　
　
　
調
査
が
行
わ
れ
る
大
規
模

に
　
　
　
調
査
で
す
。

ト
ス
　
　
　
　
こ
の
調
査
結
果
は
、
今

サ
　
　
　
後
農
林
行
政
等
に
幅
広
く

ン
　
　
　
活
用
さ
れ
、
ま
た
各
地
域

セ
　
　
　
の
特
徴
を
つ
か
む
貴
重
な

業
　
　
　
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
、

林
　
　
　
　
一
月
下
旬
か
ら
二
目
上

農
　
　
　
旬
に
か
け
て
、
担
当
の
調

　
　
　
査
員
が
皆
様
の
お
宅
に
伺

い
ま
す
の
て
、
セ
ン
サ
ス
の
趣
旨
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

暴
力
団
の
民
事
事
件

　
　
　
相
談
窓
口
開
設

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
中
で
、
暴
力

団
に
よ
る
借
金
取
た
て
、
交
通
事
故

の
示
談
交
渉
等
の
際
に
お
ど
さ
れ
た

り
、
む
り
に
契
約
書
を
書
か
さ
れ
た

り
し
て
困
っ
て
い
る
か
た
は
い
ま
せ

ん
か
。
暴
力
団
が
民
事
事
件
に
介
入

し
た
犯
罪
が
多
く
な
っ
て
き
た
た
め
、

県
警
と
十
日
町
署
て
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
相
談
窓
口
を
作
り
ま
し
た
．
．

　
直
接
暴
力
団
に
お
ど
か
さ
れ
で
、
い

る
か
た
、
取
り
た
て
に
あ
っ
た
か
た

や
親
戚
、
知
人
で
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
遭
遇
し
て
い
る
人
を
知
っ
て
い
る

か
た
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
，

◎
相
談
窓
ロ

●
f
日
町
警
察
署
（
台
二
ー
三
一
七

一
番
内
線
二
四
〇
）
広
田
捜
査
課
長

●
本
部
捜
査
第
二
課
暴
力
団
係
（
君

〇
二
五
二
　
二
四
ー
二
四
二
四
番
）

造
林
補
助
申
請

　
　
期
限
は
四
月
十
日

　
頃
年
か
ら
長
日
町
市
内
は
、
森
林

総
合
整
備
地
域
と
な
り
、
農
用
地
区

域
以
外
の
山
林
φ
＼
f
ア
ー
ル
以
上

の
植
林
・
下
刈
・
除
伐
・
雪
起
を
実

施
し
た
場
合
、
造
林
の
補
助
該
当
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
地

域
数
入
で
五
モ
ア
ー
ル
以
上
く
ら
い

の
作
業
を
、
森
林
組
合
に
委
託
す
る

　
　
　
　
林
村
良
高
．
F
、
常
》

苑
小
＝
＝
レ
煽

　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

（
と
〉
　
　
り
q
q
q
弓
川
折

評
．
皿
　
甲
M
。
。
D
⑳
。
。
ρ
務

戸
力
㌔
　
欺
ρ
5
渇
あ
ρ
5
事

　
　
　
　
メ
　
ヨ
　
　
　
　
　
は
　
リ
　
　
　
モ

　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
と
　
　
ナ
　
ネ

リ
〉
　
“
ン
〕
ノ
P
　
川
会

　
　
　
　
ヨ

　
　
　
い
1
沢
2
東
ブ
田
資

（
姦
あ
敬
町
黒
翻
ラ
之
合

　
　
　
け
日
和
大
日
本
ク
魚
利

（
㈹
碁
鷺
脳
叡
齢

綴
蘇
》
設
簾
講
田

曹
「

1
色
8
「
、
匹
一
一
「
、
山
3
マ
ー
」
＝
叩

」
冨
「

恥
3
■
～
当
〒

」
孕
一
「

旨
一
↑
　
当
。
「
　
匹
3
マ

と
、
特
に
優
遇
補
助
の
対
象
に
な
り

ま
す
．
補
助
申
請
期
限
は
四
月
予
日

で
す
、
期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
早
め

に
森
林
組
合
（
君
八
ー
三
一
一
五
番
、

㈲
四
六
二
一
六
）
へ
申
請
し
ー
、
く
た

さ
い
。

恩
給
が
増
額
さ
れ
ま
す

　
恩
給
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

1
、
旧
軍
人
恩
給
を
受
給
し
て
い
る

か
た
で
、
加
算
年
の
年
額
計
算
へ
の

算
入
に
係
る
年
齢
要
件
が
、
今
ま
で

六
十
五
歳
以
上
で
あ
っ
た
も
の
が
六

予
歳
以
上
に
引
き
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

2
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
旧
海

T7，672円　 》1ン1．名2件　15，1⇔4円

1　レ本山フジ（袋町中）　3，040円

1　》十日町美術協会108，461円　）
置　フランクお客 イ司1寿町）14まシ77

で円》Hi田J病院職員一同24，7
で　81円　レ宮沢藤f乍（田中田丁本》

で　5．（）00円　　》テ日田rライオンズク

で　ラフ’　40，796111　》三洋自動中1株）

1従業員一同g，790円　》庭野みよ
マの（昭和田口）2．000円》㈱剰川『
1　屋、　もち20ノ・・ク入、13ヶ・一ス　レ

1　桑原正治（新座ノi一日剛・中条・

「津南グ）各病院に歳末慰、問品　レ・l

l　新田簡易保険組合　5，0〔）0円（老べ

1　ホ 一ムヘ1　レ・福崎み，よし（f歳，

軍
の
特
務
士
官
及
び
准
士
官
の
仮
定

俸
給
の
改
善

　
⊃
下
七
官
と
し
て
在
職
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
か
た

　
②
昭
和
ニ
レ
年
テ
一
月
三
卜
日
ま

で
の
旧
、
軍
入
と
し
て
の
実
在
職
年
数

が
、
普
通
恩
給
と
し
て
所
要
最
短
年

数
（
予
一
、
一
年
）
以
上
で
あ
る
か
た

3
、
訓
導
等
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

か
た
が
代
用
教
員
と
な
り
、
引
き
続

き
訓
導
等
に
な
っ
た
場
合
の
代
用
教

員
期
間
が
恩
給
の
基
礎
在
職
年
に
通

算
さ
れ
ま
す
。

　
旧
軍
人
の
一
時
恩
給
及
び
一
時
金

に
つ
い
て

　
旧
軍
入
と
し
て
の
実
在
職
年
が
引

　
　
類
祉
治

　
　
衣
福

　
　
田

き
続
い
て
．
、
一
年
以
L
の
入
に
は

恩
給
、
断
続
し
て
あ
り
合
計
て
＝

以
L
の
人
に
は
一

支
給
さ
れ
ま
す
が
、

か
た
が
相
当
あ
り
ま
す
。

ま
た
は
そ
の
遺
族
の
か
た
は
、

民
生
部
援
護
課
ま
た
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
（
君
七
－
三
一
一
一
番
内
線

二
一
五
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

遺
族
年
金
等
の
時
効
変
更

　
遺
族
年
金
（
援
護
法
）
、
給
与
金
、

弔
慰
金
及
び
遺
族
一
時
金
等
の
該
坐

者
で
、
今
ま
で
請
求
も
れ
で
時
効
と

な
り
受
給
で
き
な
か
っ
た
か
た
が
た

に
、
特
に
法
令
の
許
す
範
囲
で
受
付

て　胴イしへ個　≦ l社会福祉事業へ
儲享1誰虞川地区婦へ会35・叫
族りが 一て以1レ匿名6・ooOFI］レ徳片甲ゴ14N
のま’時あL1田」6～の3〔），000円》1一日町相撲
かすま金りの年協会9．351円》佐藤’寿1昭承II田1
た。たか合入寺ぼ未未そ、汁に差P4’606F1》内藤1！；『義（控木
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大鏡84枚を寄贈
　1一日町ライオンズタラブ（関口

順一一郎会長〉では、10月に主催し

た国際児童年協賛「世界のサーカ

ス」チャリティ公演の収益（約150

万円）で、市内の小・中学校、幼

稚園、保育所に合計84枚の大鏡を

贈呈。12月21日市役所を訪ずれ諸

里市長に目録を手渡しました．
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れ
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に
市
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会
隔
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事
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所
に
お
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で
く
だ
と
㌔
い
，

　
　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
　
▼
一
月
ニ
レ
ニ
日
鱒
　
午
前
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時

　
～
正
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ま
で
　
昭
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一
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昭
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ー
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、
昭
和
町
三
丁

　
目
の
．
部
、
泉
町
、
西
芋
町
の
一
部
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軒
町
の
．
部
、
高
田
町
一
、
r
目
の
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今
年
は
六
↑
年
に
一
回
の
庚
申
の

　
年
で
す
。
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

　
庚
申
塔
が
み
ら
れ
、
こ
の
野
仏
の
中

　
に
ミ
ザ
ル
、
イ
ワ
ザ
ル
、
キ
カ
ザ
ル

　
の
三
猿
が
刻
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
．

　
　
物
を
言
わ
な
い
こ
と
が
過
去
の
庶

　
民
の
生
活
の
知
恵
だ
っ
た
の
で
し
ょ

　
う
が
、
八
十
年
代
の
市
民
の
知
恵
は
、

　
見
、
聞
き
、
言
い
、
参
加
し
て
、
自

　
分
に
あ
っ
た
政
治
を
創
り
出
し
て
行

　
く
こ
と
だ
と
も
言
え
ま
す
。
そ
の
橋

　
渡
し
役
と
し
て
、
広
報
広
聴
活
動
に

　
一
層
力
を
注
い
で
行
く
つ
も
り
で
す
。

■市勢／人ロ…50，164人（男24，652人・女25，512人）／世帯数…I　i，974、／面積…21i、44k㎡（12月1日現在）
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　　　　　》
　　覚葡9◎の総含展示館オー7ン

　去る2月6日、本町2丁目の繊労会館1階にきも
の十日町総合展示館がオープンしました。館内には

きものと帯、宝石、ネクタイ、民芸品などがずらり

と並び、市内の新名所として発展が気待されます。


